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本書は、宮崎市高岡町における、第 2花見工業団地 (仮称)土地造成事業にと

もない、埋蔵文化財の発掘調査を実施した報告書であります。

この調査は、合併前から、旧高岡町教育委員会により実施されており、合併

後は宮崎市教育委員会により引き継がれ、発掘調査報告書を刊行するまでに

至っております。

この調査により、縄文時代早期を中心とする遺構や遺物が確認され、記録と

して半永久的に保存されることとなりました。

この成果が、今後の宮崎市のまちづくりに活用されることで多くの市民に還

元され、さらには、学術資料として幅広く活用されることを願います。

今回の調査にあたり、関係者の方々に、多大なるご協力を頂きましたことを、

厚くお礼申し上げます。

平成20年 9月

宮崎市教育委員会

教育長 田 原 健 二
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例
妻

口

本書は、第 2花見工業国地(仮称)の土地造成事業に伴い宮崎市

土地開発公社及び旧高岡町土地開―発公社との委託契約により実

施した橋山第 2遺跡の埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

橋山第 2遺跡は、造成工事に伴う記録保存のための発掘調査を

開始したが、調査途中で工事の計画見直しとなったため、発掘

調査を実施した部分のみを埋蔵文化財発掘調査報告書としてま

とめた。

国土座標は測地成果2000による。また、方位は磁】ヒ、レベルは

海抜高である。

未表示の単位は、遺物の長さはclll、 遺構の長さはm、 重量はg

を基本とする。

出土遺物の実測は、一部を(株)九州文化財研究所、lal埋蔵文

化財サポートシステム鹿児島支店に委託し、その他を島田正浩・

金丸武司・藤本品子。島井伸幸 が行った。

本書における、有器石材の分類はすべて肉眼観察によるもので

ある。

なお表 6出土石器観察表に記載した石材記号は高岡町埋蔵文化

財調査報告書第23・ 29'30集の石材記号に準じている。

遺物は宮崎市教育委員会にて保管している。

本書の執筆は文末に記しれ―編集については、島日と藤本が

行った。
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第 立早 はじめに

第 1節 はじめに

1調査に至る経緯

宮崎市高岡町花見に立地する花見工業団地は、造成から10年以上が経ち、団地内の区画すべてに

企業が入った。そのため、新たな工業団地造成が必要となった。平成16年 6月 に旧高岡町土地開発

公社 (以下旧高岡町とする)か ら、造成予定地における遺跡の有無についての照会があった。予定

地は昭和63年頃に県教育委員会が旧高岡町から依頼をうけた試掘調査で、すでに遺跡が確認されて

おり、予定地内の 2区域においては「周知の埋蔵文化財包蔵地」になっていた。旧高岡町教育委員

会 (以下旧教育委員会という)は、予定地の変更を促したが、旧高岡町は、予定地の変更は難しい

とのことから、旧教育委員会は、遺跡内の遺構の残存状況や調査経費積算の資料とするため、平成

16年 12月 13日 から12月 22日 にかけて確認調査を実施した。調査の結果、アカホヤ火山灰層上面およ

び縄文時代早期層を中心に、予定地内全域で遺構や遺物の残存状況が確認されたため、その結果を

旧高岡町に提示した。そして、旧高岡町と旧教育委員会は、これらの遺跡の取扱いについて協議を

行った。算出した調査経費については、調査実施に伴う諸条件を、旧高岡町が解決することを条件

に抑えて提示した。いずれにせよ、造成工事により遺跡が保護できないとのことから、造成により

破壊される遺跡の一部である約 2万どの発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は、用地買収終了後の平成17年 10月 3日 から実施された。橋山第3遺跡の調査実施を可

能にするためには、仮設道設置が必要であることから、まず仮設道設置の予定箇所とした橋山第2

遺跡の一部となる調査対象面積約2,000∬ について、最初に発掘調査を実施することとなった。

2調査組織

平成17年度 (～ 12月 31日 ) 一発掘調査一
開発主体 旧高岡町土地開発公社
事務局長  柏 木 新 一
書  記  小 松 良 二
書 記 岩 見 健 太 郎

調査主体 旧高岡町教育委員会
教育長       中 山 芳 教
社会教育課長    永 尾 武 士
補佐兼社会教育係長 浜 田 宏 二
副主幹       上 地 由紀子 (経費執行担当)
主幹兼文化財係長  島 田 正 浩   主 事   藤 木 晶 子 (調査担当)

平成17年度 (1月 10日 ～) 一発掘調査一
開発主体 宮崎市土地開発公社
専 務 理 事  矢 野 幸 紀
事 務 局 長  奥 村 正
次  長  長 田 勝 司
主幹兼係長  中 原 正 公
業務係主事  西 村 美 不」

旧
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調査主体 宮崎市教育委員会

補佐兼文化振興係長 永 井

泰 夫

清 孝

淳 生

昭 信

正 浩 (調査担当)  技 師
勇 道 (経費執行担当)

教 育 長
文化振興課長

文化財係長

主  査
主  事

教 育 長

文化振興課長

内 藤

野 田

米 良

島 田

松 木

藤 木 晶 子 (調査担当)

平成18年度  ―発掘調査―
開発主体 宮崎市土地開発公社
専 務 理 事    大 島 時
事 務 局 長    奥 村 正
次   長    長 田 勝
主幹兼総務係長   中 原 正
主幹兼業務係長   寺 坂 猛
主   事    西 村 美
調査主体 宮崎市教育委員会
教 育 長     内 藤 泰 夫

文化振興課長    野 田 清 孝
補佐兼文化振興係長 永 井 淳 生
主幹兼文化財係長  山 田 典 嗣
主  査      島 田 正 浩 (調査担当)
技  師      河 野 雅 人 (調査担当)
主任主事      ′鳥枝 誠 (経費執行担当)

平成19年度  ―整理・報告書一
開発主外 宮崎市土地開発公社
専 務 理 事

事 務 局 長

次   長

大 島 時 夫

主幹兼総務係長   中 原 正
主幹兼業務係長   寺 坂 猛
主   事    西 村 美 利
調査主体   宮崎市教育委員会

夫

司

公

主任技師

嘱  託
技  師

子 (調査担当)

幸 (調査担当)

規 (経費執行担当)

晶

伸

友

木

井

村

藤

鳥

石

奥 村 正

長 田 勝

田 原 健 二

野 田 清 孝

司

公

補佐兼文化振興係長 永 井 淳 生
主任 主 事 吉 永 大 介 (経費執行担当)
主幹兼文化財係長  山 田 典 嗣
主   査     島 田 正 浩 (整理担当) 主任技師  藤 木 晶 子 (整理担当)
嘱   託     島 井 伸 幸 (整理担当)

上記の他に、元地権者をはじめとする地元関係者や、株式会社山崎の多大な協力を得た。
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第 2節 遺跡の概要

1遺跡の環境

宮崎市高岡町は山林が70%以上を占める。中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによって形

成された河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望する。この大淀川による自然環境が大きく

歴史環境にも影響を与えていた。

遺跡は大淀川左岸に広がる河岸段丘の一角にあり、東西を谷に挟まれた舌状地に立地している。

そのような舌状地は、同じ程度の標高に大淀川に沿って数箇所形成されており、そのすべてに遺跡

が立地している。

遺跡が立地する台地を含み、大淀川周辺には多くの遺跡がある。最近では、低地の水田遺構等も

確認されている。

旧石器時代の調査は、高野原遺跡、向屋敷遺跡、押田遺跡、永迫第 2遺跡、小田元第 2遺跡で実

施されている。高野原遺跡と永迫第 2遺跡では姶良Tn下位層が調査され、高野原遺跡からは姶良

Tn火山灰土層より上位層でナイフ形石器が、下位層 (黒色帯)でラウンドスクレイパーが出上して

いる。姶良Tn上位層の調査については、小田元第 2遺跡では 細石刃や細石核、角錐状石器、ナイ
フ形石器、剥片尖頭器等が出土している。また、小田元第 2遺跡と押田遺跡から国府型のナイフ形

石器が確認されている。

縄文時代の調査は、草創期から晩期までの時期で確認されている。なかでも早期の調査例は多く、

この遺跡周辺では、天ヶ城跡をはじめ、橋山第 1遺跡、橋上遺跡、人久保第 2追跡、榎原遺跡、中

原遺跡、高野原遺跡などで調査されている。天ヶ城跡では、押型文土器と桑ノ丸式上器が大半を占

め、その両者の折哀土器も出土している。永迫第 2遺跡では、アカホヤより下層から轟木 1式と共

に攻状耳飾りが出上した。石器石材では、交易圏を考察する資料となる黒耀石は、九州島各地のも

のが出土しておリデータの蓄積をおこなっている。また、サヌカイトにおいても、多久産の他に金

山産のものが出土している。早期の遺構については、集石遺構と陥し穴状遺構が中心で住居跡は検

出されていない。高野原遺跡では、縄文早期の陥し穴状遺構が確認された。また、永迫第 1遺跡で

は、同様の陥し穴状遺構と共に石器生産を思わせる剥片の出土状況が確認された。前期は永迫第 1

遺跡、永迫第 2遺跡で包含層から轟B式や曽畑式が出土している。中期は去川山下遺跡から春日式、

久木野遺跡で春日、大平、岩崎下層の各形式が出上している。後期はこの遺跡の東に隣接する橋山

第 1遺跡で阿高系の上器や疑似縄文の上器が出土した。さらに城ケ峰遺跡では市来式や北久根山式

が出土した。的野遺跡からは綾式を含む疑似縄文の上器が出土した。晩期は学頭遺跡で黒色磨研土

器が出土し、糸魚川産ヒスイを石材とした勾玉も出土している。

弥生時代で調査された遺跡は、Ⅳ～V期が中心で I期の調査例はない。標高15メ ートル程の微高

地状のところに位置する学頭遺跡からは、断面V字状を呈する溝状遺構や竪穴住居跡が検出された。

学頭遺跡より約 2Km程南に位置する的野遺跡からは、Ⅳ～V期の包含層と同時期の溝状遺構や 2
段掘の土媛墓が検出された。また、橋山第 2遺跡よりも北側の一段高い台地に位置する丹後堀遺跡

からはⅢ～Ⅳ期の竪穴住居跡が検出されている。

古墳時代の調査は、住居址が八児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点で確認されている。高岡麓遺跡では

2軒の竪穴住居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、人児遺跡は側壁にカマ ドが付設

された竪穴住居跡 (7世紀代)な どが 12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川

の氾濫源である低地に位置している。次に墳墓の調査としては、遺跡東方の宮崎平野に位置する生
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目古墳群があり、整備を含めた発掘調査を年次的に調査している。また、橋山第 2遺跡から一段上

の台地に2基の県指定古墳が位置している。その古墳周辺で耕作中に壼が 2,点 と鉄製品が発見され

ている。

古代は、この遺跡周辺は承平年間 (931～988年)の和名抄によると、その当時は「穆佐郷」とい

われていたと思われる。この遺跡から一段高い台地には、蕨野遺跡が位置し、 9世紀後半以降の土

師器の椀、皿 (杯)な どを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。また、三生江遺跡や的野遺跡
では、土師器の椀、皿 (杯)な どの他、越州窯系青磁碗をはじめ灰釉陶器皿 (猿投)や緑釉陶器皿

(洛西、周防)が多く出土している。また、9世紀から10世紀にかけての高台付き土師器椀の底部に

放射状の条痕もしくは圧痕を残したものがあり、宮崎平野を中心とする特徴的な遺物である。この

時期の追跡調査数は急激に増加し、高岡麓遺跡、八反田遺跡、永迫第 2遺跡等でも確認されている。

中世は、建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南

北朝期を経て、その中心となったのが穆佐城であり、足利尊氏が九州の拠点としたことから始まる。

この城は、南九州特有の特徴を持つと共に機能分化した山城であることがわかった。調査は、昨年

度までに9次からなる調査を実施し、14世紀後半から16世紀末までの遺物が多く出上している。そ

の他の山城は、飯田城跡、倉岡城跡など大淀川縁辺に多く所在している。また、穆佐城の西側に位

置する梅木田遺跡では、桜島文明軽石層に覆われた溝から、木製品等が出土している。

近世になると、この周辺の政治の中心は高岡 (鹿児島藩)に一変する。高岡の地頭仮屋を中心に

とt‐ゝi革Ⅲホ1こと与=:千 ■五
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1橋山第 2遺跡 2橋山第 3遺跡 3橋山第 1遺跡
9二月日遺跡 10人児遺跡 11学頭遺跡 12穆佐城跡

4高岡古墳 5丹後掘遺跡 6蕨野遺跡 7城 ケ峰遺跡 8迫内遺跡
13山子遺跡 14永迫第 1遺跡 15榎原遺跡

図 遺跡分布図
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広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群に分割されている。

今まで32地点で文化財保存処置が実施され、 1地点は町屋区域の調査で、火災跡の焼土層と18世

紀代の井戸が検出された。 5地点は高岡郵便局が在るところで、県教育委員会が調査をおこなって

いる。その結果、古墳時代後期の住居跡をはじめ、17世紀前半からの遺物も出上している。 6地点

は高岡土木事務所南側の個人住宅で、色絵碗が出土している。 8地点は宅地分譲地で、18世紀後半

の整地層が確認された。12地点は中央広場がある場所で、近世の郷士屋敷地である。初期伊万里の

ほかに 18世紀から19世紀の陶磁器が出土している。

2調査経過

橋山第 2遺跡調査対象面積6,200どのうち調査対象面積約3,500∬ (調査面積約3,000∬ )の調査を、

2地区に分割し、その一つである第 1地区 (調査対象面積2,000だ )を平成17年 10月 3日 ～平成17年

12月 26日 と平成18年 1月 13日 ～平成18年 3月 28日 に、もう一地区の第 2地区 (調査対象面積1,500∬ )

を平成18年 4月 26日 ～平成18年 7月 25日 に実施した。当初、谷側の樹木は伐採し、そこに廃土を落

すことで、協議を行つていたが、開発許可を受けていないとのことから、伐採されないことになっ

た。そのため、経費及び期間が大きく増加することとなった。平成17年 10月 3日 から、調査予定地

内の、蜜柑樹の伐痕作業を行い、同25日 に第 I地区のバックフォーによる表土剥ぎを実施し、11月

から作業員によるアカホヤ火山灰層上面の掘削作業 (撹乱坑の掘削作業)を実施した。宮崎市との

合併の為、12月 26日 にⅢ層掘削までで一旦調査を中断した。

合併後、宮崎市土地開発公社と委託契約を締結し、 1月 13日 から、Ⅲ層下位の調査を開始した。

Ⅲ層出土礫を取上げ、Ⅳ層掘削を始めた。まず、Ⅳ層全体を約10cmの深さで掘削 (1回 目)し、礫

器 (,端誘
緯1鵞〔::等

（
矛
撻
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第 2図 遺跡周辺地形図 (1:10000)

―
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を取上げた。次に2回 目の掘削に伴い、礫を残しながら掘削を行った。その結果、礫が集中して集

積するところが明確に判断できたため、その部分を集石遺構と認め、空中写真撮影後集中する部分

の礫以外を取上げ、集石遺構については、写真撮影と実測図作成を行い、それを実施する傍ら、終

了したところから、V層の調査に入った。V層からは、土坑等の遺構を確認し、記録をとった後に

調査を終了し埋め戻しを行った。第 2調査区はそのすぐ北隣約1,500∬ を対象に18年 4月 から表土

剥ぎに入った。Ⅱ層の調査では、第 1調査区ほどの出土はなく北側程希薄となる。西端はアカホヤ

火山灰層の堆積が無い。表上下はすぐⅢ層となる。Ⅲ層は第 1調査区と同じ状況である。同じよう

に散礫に集中区域が認められたが、礫は小片で、そのすべてを取上げ、Ⅳ層の掘削を行った。この

地区 (散礫 Kゾーン～)については、 1回 目の掘削で礫が集中して集積するところが明確に判断で
きたが、 2回 目の掘削においては、礫集中区域も他の散礫と同様に礫を取上げた。そして、礫集中

部分は集石遺構と認め、記録保存に努めた。その後、埋め戻しを終えて、 7月 25日 に終了した。さ

らに、その北側の調査については、調査区の雨水の影響で調査に支障がでる恐れがあり、10月 以降

に再開することとなった。

しかし、 9月 末になって、土地開発公社から工業団地計画の見直しをしたいとの意向が伝えられ

たため、発掘調査を中断することとなった。そのため、今まで調査したところに限り、発掘調査報

告書を刊行することとなった。

3調査概要

この遺跡は、縄文時代早期を中心とするが、縄文時代後期の遺構等も確認されている。

まず、工層とした縄文後期は、遺構は集石遺構1基のみで、遺物は、宮之迫式等の上器や、石器は

打製石鏃、掻器、打欠き石錘、打製石斧、磨製石斧、十字形石器、敲石などが出土した。

Ш・Ⅳ層は、縄文早期に相当する。遺物からⅢ層とⅣ層が明確に分害1で きる状況ではなかったた

め、合わせて報告する。遺構は集石遺構46基、土坑が 1基確認された。遺物は、別府原式、下剥峰

式、桑ノ丸式、中原式、平格式、押型文土器が出上している。石器は、打製石鏃、掻器、石匙、石

箆、局部磨製石斧、磨製尖頭器、磨石、敲石、台石が出上した。また、 2箇所で剥片が集中的に出
土している。

V層の下位面 (小林降下軽石を含む)か らは、遺構は陥し穴状遺構が 2基、土坑が 1基確認され
た。遺物はこの層から出土していないが、Ⅳ層から細石刃核が出土しているので、本来はこの層辺

りからのものと推定している。

また、この遺跡の特徴として散礫の堆積がある。Ⅲ層において小礫が堆積 している場所において

は、その下のⅣ層においても、礫の集中が見られる。ただ、傾斜地におけるⅢ層の堆積はⅣ層直上

ではなく、約 3～ 8mほ ど下方に流れているところもある。そうは言っても、ほとんどは、その礫
の集中区域には集石遺構の存在する可能性が高く、包含層が形成されるひとつの過程を示唆してい

る。

また、集石遺構の上壌の理化学分析を実施した。20号集石では、土坑内底石直上の炭化物の年代

測定と樹種同定、土壌の蛍光X線分析と植物珪酸体分析と有機物含量 (強熱減量)分析を行った。炭
化物は、出上位置が底石に張り付くように検出された状況から、この集石遺構が使用されていた時

期等を知る上で良好な資料と判断した。結果、8370± 50年BP(暦年代BC7550～ 7320年 )の年代値
がでた。分析結果の詳細は「第Ⅱ章調査 第4節分析」を参照されたい。(島田)

ー
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第 Ⅱ章 調 査

橋山第2遺跡は、南側の大淀川と東西の谷地形や北側

の一段高い台地付近に広がる森林を意識して、立地して

いるものと思われる。

調査は、第 1調査区と第 2調査区に分けて実施し、縄

文時代後期を中心とするⅡ層と縄文早期を中心とするШ

層やⅣ層、そしてV層において、それぞれ遺構や遺物が

認められている。

V層は、中位で遺構検出面として遺構が確認された。

第 1調査区では調査区端部を除いた中央部で調査区域を

設定、第 2調査区では北側の一部を調査区域に設定した。

Ⅲ oⅣ層は、遺物の出土状況が層位間で混在しており、

縄文時代早期の範囲 (第 2節)で報告する。

工層は10mグリットを設定した中で、遺物等の出土が

顕著に認められる部分を中心に掘削範囲を広げる方法を

取つた。 (島田)
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遺跡調査区図
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I 表土
Ⅱaア カホヤ火山灰二次堆積層

(縄文時代後期等包含層)

Ⅱbア カホヤ火山灰層

Ⅲ 牛のすねローム層
(縄文時代早期包含層)

Ⅳ 淡責褐色土層
(縄文時代早期包含層)

小林軽石混暗褐色土層

明褐色粘質土層

姶良Tn火山灰風成層

Ｖ

　

　

Ⅵ

　

　

Ⅶ

Ⅷ   I Ⅷ 姶良Tn火山灰層

第 3図 基本土層柱状図
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第 1節 V層の調査

1遺構と遺物

(1)遺構

V層の上層 3分の 1程度を掘削した段階で、3基の上坑が検出された。

1号土坑 平面形状が隅丸方形を呈する土坑で、長軸1.65m短軸0,95m残深0.75mを測る。床面は長
軸li35m短軸0.6mの隅丸方形で西側へ0,15m程度傾斜している。立ち上がりは比較的緩やかであ

る。床面直上及び埋土中から焼礫が多く出土した。東壁近くでは焼土塊が出上している。床面及

び壁面に被熱の痕跡は確認されていない。

2号土坑 平面形状が精円形を呈する土坑で、長軸1`35m短軸0,95m残深1.4mを 測る。床面は長軸
0.75m短軸0.65mの 円形で平坦である。短軸方向へほぼ垂直に、長軸方向ヘバケツ状に立ち上がる。

3号土坑 平面形状が楕円形を呈する土坑で、長軸1,5m短軸0。95m残深l.6mを測る。床面は長軸
0.85m短軸0,7mを測る楕円形を呈し、 2つの小ピットを有する。小ピットは直径0.1～ 0.15mで深

さは0.15m、 0.3mを測る。壁は床面から垂直に立ち、上部で東側がラッパ状に西側が段を有して

開く。

(2)遺物

旧石器時代の遺物はⅣ層縄文早期包含層で、 1の腰岳産黒耀石製 (肉眼観察)細石刃核が出上し
ている。                                   (藤 木)

十X=-11
Y=30,940

口未調査区域

0

第 5図  V層遺構配置図
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1号土坑

△
鬱
Ｍ
鱒鬱

1号土坑

①Ⅳ層に類似する褐色上でやや粘質有。

②小林軽石混黒褐色ブロックを含む。

③小林軽石混黒褐色ブロックを密に含む。

2号土坑

①土質は軟らかく、V層 よりも赤い褐色土。

②土質は軟らかく、小林軽石混黒褐色ブロックを少し

含む。

③小林軽石混黒褐色ブロックが詰まり締り有り。

3号土坑

①土質は軟らかく、V層 よりも赤い褐色土。

②小林軽石混黒褐色ブロックを少し含む。

小林軽石混黒褐色ブロックは①のものよりも小林

軽石を多く含む。V層 中のブロックと似る。

③土質は軟らかく、小林軽石混黒褐色ブロック

を少し含む。

④小林軽石混黒褐色ブロックが詰まり締り有り。

3号土坑

lm

第 6図 旧石器時代出土遺物実測図
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第 2節 Ⅲ・Ⅳ層の調査

1遺構 と遺物

(1)遺構

《散礫》

散礫の礫属性並びに重量別個体数は、表 1にまとめたので参照されたい。

散礫はⅢ層とⅣ層で調査区全体にわたり確認できるが、ある程度集中する部分も認められる。集

中するところに対しては、ゾーンを設けて各々に名称を付している。集中して出上しないところの

礫は「その他」で一括している。

Ⅲ層は総数13,589点、平均重量37gである。完形礫は4%しかなく、50g以下の数量11,487点でわか
るように、そのほとんどは細片である。礫の9割近くは赤化しており、明らかに使用済み礫が細割
された結果だと思われる。Ш層出土礫は、A・ B,C・ D・ F・ H・」・K・ LoOの各ゾーンの10区域で集中して

出上しており、属性内容もШ層礫全体のものと似ている。

Ⅳ層出土礫は、総数52,266′点で平均重量81gである。Ⅳ層出土礫もⅢ層と同じように集中区域が14

区域で認められるが、各々の総数や平均重量にはバラつきが見られる。

Ⅲ層出土礫とⅣ層出土礫の間では、少数ではあるが接合関係が認められる。そのため、Ⅲ層出土

礫は、Ⅳ層で割れた礫が細割されるなどして、Ⅲ層降灰時以降に混入して入ったものと推測してい

る。

Ⅲ・Ⅳ層における地形をみると、北西部でやや高くなるものの、そこを中心に三方に下っていく。

特に南西側は、調査区南西端までゆるやかな傾斜が続いている。そのため、南西側での散礫の密度

は高くなるもの、特に集中する箇所は少なく、集石遺構の密度等によって、散礫の度合いも変化が

見られる。

《集石遺構》

集石遺構は、Ⅱ層で 1基、Ⅳ層で46基を検出した。詳細は表2と 表 3にまとめたので参照された

い。集石遺構については、2号～30号はⅣ層散礫を1回掘削して下げた状態で、礫が極度に集中し
ている部分を集石遺構とし、31号～47号 (40～ 42号は 1回のみの掘削)は、Ⅳ層散礫を2回掘削し
て下げた状態で礫が極度に集中する部分を集石遺構とした。 1回のみの掘削では、散礫は集石遺構

周辺に数多く残るものの、集中部分はある程度判断可能である。 2回掘削して下げた場合は、散礫
はあまり残ることは無く、容易に集中部分を確認することが出来る。

集石遺構は大きく分けて、土坑を伴うものと、伴わないものを確認した。

土坑を伴うものは、集石が楕円もしくは円形プランのものが多く、土坑はそのプランよりも小さ

いものとなる。 7号集石は、瓢箪形プランに礫が集中しており、その中で堆積礫の方向が異なって
いる。また、伴う土坑自体にも切りあい関係が認められる。そのため、この遺構は2基の集石遺構
が切り合っており、46号が古く7号が新しい。土坑は比較的浅く7号は礫堆積によるものかもしれ

ない。16号集石は、悟鉢状に礫が堆積し、中央部は礫が少ない。床面から0.lm上 までは礫の堆積は

無いが、上位の礫より下位の礫は規模が小さい。18号集石も下位層の礫の規模が小さく、上位層で

強く赤化した礫が目立つ。20号集石は深さlm程の悟鉢状の土坑をもつ集石遺構である。遺構内の
層位は、上から1:包含層と同じ淡黄褐色粘性土、2:濁褐色粘性上、3:赤灰色弱粘性土、4:
淡黒灰色粘性土、5:褐色粘性上、6:暗黄褐色弱粘性土、7:黒責色粘性土、8:黒褐色粘性土、
9:黒灰色粘性土、10:漆黒色粘性上、11:黒茶褐色弱粘性土となる。2:濁掲色粘性土は土坑の

-10-
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「

最上位堆積上であり、11:黒茶褐色弱粘性土は土坑底石の下のわずかな土壌である。土坑の床面に

は、扁平な底石を配し、そこから上に約0.2mほ ど漆黒色粘上が堆積するが、礫はわずかに確認でき

る程度である。礫の堆積は、比較的規模の大きな礫が土坑検出面の上位に堆積し、その下から、漆

黒色粘土までは、かなり密に約120～ 140gの礫が堆積する。ただ、礫が密に堆積する層も上記のよ

うに数層から成り、その層の中ほどに約60g程度の礫 (割面が赤化しておりこの遺構においては小規

模)を伴う暗責褐色を埋土とする層も見られる。土坑からは炭化物も出土しており、特に底石上面

に張り付くように検出されたコナラ属コナラ節 (コナラ、ミズナラ等)の炭化物からは8370± 50年

BPと いう結果が出ている。また、堆積土の上壌も自然科学分析している。まず、蛍光X線分析では、

9と 10層でカルシウムの値が高くリンの値が低いことから貝殻の存在が指摘された。土壊の教熱減

量分析では、3,9,10層で高い値が見られ、その層では炭化物も混入することから燃焼によるのと指定

されている。また、植物珪酸体分析からは、笹類を主体としてイネ科植生が見られ、周辺には照葉

樹林や落棄樹林の森林が存在した環境であったことが確認された。21号集石は、土坑下位に黒灰褐

色粘上が堆積する。上位層の礫と比較し、下位層の礫がやや小ぶりである。25号集石も上位に礫が

集中するが赤化は弱く、下位は数が少ない。26号集石は床面中央に広く扁平な底石を配する遺構で

ある。下位層の礫は上位層の礫よりも小規模であるが、個体数は多い。27号集石は、上位は土坑の

上の礫が多く約250g前後の礫を有する。土坑内の上位～中位は地山に似た若干炭混じりの埋土が

堆積し、約135gの礫を有する。土坑下位は黒色上の埋土に17g前後の礫144′点、さらに、褐色の埋土

と褐色に地山混入の埋上がその下の床面に浅く堆積し、同規模の礫を85点確認した。40号集石は、

地山土に似た埋上で、礫自体は、平均172gであり、下位に行くほど小規模にはなるが、他の遺構程

では無い。土坑は、南側床面に黒色粘土が堆積するが、出土礫の規模は148gで小規模ではない。43

号集石は、上位～中位にかけての礫は平均約123gで、下位で平均約74g、 最下層平均約28gである。

土坑床面には1500g以上の扁平な礫を2枚配して底石とし、外に200g以下の礫 1点を有する。44号

集石は、床面に黒色上の埋土が堆積した土坑を有するもので、3枚の底石を配する。最下層の黒色土

内の礫は、それよりも上位の層にある礫よりも小規模で、平均80g程度の27点を確認した。45号集

石は、全体に礫の規模は一様で、平均120g前後の礫が堆積している。床面には底石は無い。

土坑を伴わない集石遺構は、地山層と殆んど変わらない埋上に礫が堆積している。2号集石は、

Ⅲ層直下で検出された。土坑状の窪みはあるが、堆積礫によるものと思われる。3号集石は、堆積

礫の状態にまとまりが無く、強く赤化している礫が多いことから、廃棄礫のまとまりと推定される。

5号集石は、散石を1回 目掘削後に極度に集中する所が見られたので、その部分を上位として礫を

取り上げたが、その下からも礫を確認したため、下位として礫を取り上げた。上位の礫 (平均約

120g)と 比較し、下位の礫は平均約220gで大き日であった。6号集石では、底石としたのは扁平で

小規模な礫であるが、礫をやや重ねて安定させた置き方をしていたため、底石の範疇で考えた。8

号集石も地山と同じ埋土で礫を2回に分けて取り上げる。上位の礫が平均約200gに対し、下位の礫

は平均95gと小規模になる。10号集石は、扁平な礫ではないが、大きな平坦面を持ち、さらに強く赤

化している礫が最下位に置かれることから、底石に使用された礫の可能性がある。12号集石は、礫

集中部分が大きく2箇所からなるが、分かれ目が判然とせず一つの集石とした。より集中密度が高

い方は下位の礫が確認された。14号集石は、最下位に扁平な礫を伴う集石で、埋土は地山土と同じ

である。礫は上位、中位、下位に分けて取り上げた。下位の礫は200g前後～300g前後が中心で、決

して小規模ではない。15号集石も、埋土は地山土と同じである。礫は、上位、中位、下位で取り上

げたが、礫平均重量は上位が重く平均約195gで、中位、下位へと小規模になる。下位は平均約52gで

ある。17号集石も埋土は地山土と同じである。礫は、上位、中位、下位で取り上げた。最下位には

他

一
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第13図 集石遺構実測図 (3)

扁平な礫が組み重なった状態で出土した。22号集石は、3000gを 超える礫が横たわる。礫の堆積断

面は舟型を呈するが、埋土は地山土と同じである。礫は上位と下位で取り上げた。23号集石は、ほ

とんどが割れた小礫である。24号集石は、底石を含めた廃棄礫の集まりであろう。25号集石の礫も

上位、中位、下位で取り上げたが、埋土は地山土と同じである。29号集石は、中央がやや深く、礫

の堆積断面が浅い舟型を呈する。その北側に30号集石があり、下位に扁平な礫3枚を配す。31号集

石は、密な堆積ではなく、ほとんどが平均約200g前後の割れた礫である。33号集石の礫も、上位、

中位、下位で取り上げたが、礫の規模には差は無い。埋土は地山土と同じである。38号集石は、上

位と下位で取 り上げたが、埋土は地山土と同じである。39号集石はすべて割れた礫で平均約68gと

小さい。41号集石と46号集石は、40号集石の周りに位置する小規模な集石遺構で40号集石との関連

が考えられる。42号集石も周りにあるが、礫平均重量が355gで 40号集石よりも規模が大きい。

それぞれの集石遺構においては、割れた礫数の割合は極端に異なるものではない。また、集石遺

構の礫の規模や数量は、遺構内で取り上げる礫のレベルが関係するものとしないものがある。確か

に、下位出土礫は細かく割れた礫の堆積が多いが、土坑の有無に関わり無く認められ、遺構によっ

て異なっている。

集石遺構とした中には、土坑が認められないが、礫の堆積が深く、断面舟型を呈する遺構や最下

石
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位に底石の配置と思しき礫が認められる遺構が存在す

ることから、その遺構の形成過程を解明するために、

土坑を有する集石遺構と土坑が確認できない集石遺構

について土壌の理化学分析を試みたが、思うような結

果は得られなかった。詳細は「第Ⅱ章調査 第 4節分
析」に掲載している。

《土坑》

45号集石の南横に位置する。黒灰色粘上を埋土とす

る土坑で、規模、形状からみて集石遺構に伴うものと

思われるが、その根拠が薄く、土坑として掲載した。

(島田)

(…

第17図 土坑実測図
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表3 集石遺構構成礫重量別個体数

検出

層位

集石

血

A B C D E F G H I 」 K

計 備考
1´～

50g
51～

100g

101～

200g
201´マ

300g
301-
400g
401-
500g
501～

750g
751-
1000g

1001～

1500g

1501-
2000g
2000b

以上

Ⅱ帰目    1   462   131   145    67    29    29    37    17     7

2   188   162   181    73    24     9    8     4     1

3    47    60    47    29    17    10     6     1     2

4    30    18    18    19    10     1     1     0     0

5    35    17    22    11     8     6     7     1     0

6    62    69    47    24     9     2     5     3     1

7   289   223   229   109    50    39    31    11     9

8   125    55    54    28    12    12    15     4     5

9     7    11    25    26    16     8    17     3     5

10    10    18    20    17     8     3     2     0     1

11    24    31    49    17     6     5     3     1     1

12   129   105    68    30    19    16    21    13     6

13    22    34    22     6     0     0    0     0     0

14    30    29    42    45    41    27    28    13     5

15   206    88    81    42    32    20    16    11     7

16   103   117   180    81    31    14    21     3     7

17    71    34    51    26    15     9    18    10     2

18   191   124   140    80    30    20    12     1     2

19    48    61   102    30    15    11     6     1     1

20  1937   719   729   375   184   112   142    36    37

21   378   228   245    95    35    11    14     3     3

22   334   127   138    57    27    12    17     4     2

23   208    33     6     2     1     0     2     0     0

凸「煽雪
   ち:   1;:    |〔     :'    19     :    li    l〔      !     ;

26   626   277   334   128    58    34    23     8     5

27   904   175   203   130    78    51    70    33    31

28    34    18    22    10     2     1     5     0     1

29    89    38    40    38    17     7     4     0     0

30    26     0     0     0     0     0     0     0     0

31    68    70    74    26    15     7     7     0     1

32    12    20    16    11     2     0     0     0     0

33   111    69    69    50    35    24    17    11     4

34   229    98   106    59    39    15    26     8     5

35   105    52    44    19    15    10    13     4     1

86    43    27    27    20     5     5     5     2     3

37    55    32    17     8     6     0     0     0     1

38    74    52    90    34    22    10    14     4     3

39    41    27    19     2     0     0    0     0     0

40   506   239   318   193   107    57    62    23     8

41    11    22    26    21    13     2     2     1     0

42    25    23    36    36    17    17    28     8    10

43  1167   577   527   192    72    40    51    12     9

44   201   170   202   123    49    30    38  
′
  8     7

45   426   284   297   118    45    21    10     8     5

46    49    66   126    51    20     6     4     2     1

47    15    24    13    11     6     8     3     3     4

4

1

0

0

0

1

2

1

0

0

0

4

0

2

1

0

4

0

0

16

0

0

0

0

2

1

8

1

0

1

0

0

6

1

2

0

0

0

0

1

1

3

1

0

1

0

3

0   928

1   652

1   220

0    97

0   107

0   223

0 992 46号 と切 り合い関係
2  313

0   118

0    79

0   137

2   413

0    84

3   265

0   504

0   557

1   241

0   600

0   275

18  4305

3  1015

2   720

0   252

0   259

1   100

0  1494

12  1695

0    94

0   233

2    29

0   268

0    61

2   398

0   586

3   268

0   137

0   119

0   303

0    89

2  1516

0    99

1   204

2  2650

2   830

1  1216

0 325 7号 と切 り合い関係
0    90
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(2)遺物

《土器》

Ⅲ層とⅣ層から出土した縄文早期と認められる土器片は、計2,736点であった。Ⅳ層の半分から下

においては、遺物の出土は確認されていない。出土土器は、大きくみて貝殻文系円筒土器群と押型

文系土器群とその他 (無紋を含む)か らなり、下記のとおり分類した。
A類 (2～7)別府原式土器を中心とする。橋山第 1遺跡でも、多数出土している形式の土器である。
宮崎県内や大限半島でも多く見られる。口縁部の器形は、真っ直ぐに立上りやや外狽1に傾斜する。

調整は斜方向の貝殻条痕を基本とする。

口縁部の縦施文の方法によって2つ に分けることが出来る。 2は貝殻腹縁刺突を縦方向に連続

刺突するもので、そのほかは、縦方向に条痕を連続施文している。これらの施文方法は、前平式

の施文方法とは基本的に異なるものである。 6の復元口径は14 9cmで小型である。

B類 (8～18)下剥峰式上器を中心とする。施文によって、 (a)貝殻腹縁刺突文を直線的に横方向
に施文するもの、 (b)貝殻腹縁刺突文を直線的に羽状に施文するもの、(c)貝殻腹縁刺突文を縦

方向に施文するものがある。

口縁部の器形は端部を肥厚させ内湾するものと、そうでないものが存在する。胎土は、明確に

雲母を含むものがある。

(a)は 8～ 13で、調査区南側に集中して出土する。 9や 13の ように浅く刺突するものと9の よう

に鋭 く深 く突き刺すものがある。10と 12は同一固体であろう。11は 2条の浅い横方向の貝殻腹縁

刺突文を帯状に施文している。13は、復元口径26.8cm、 復元底径15.4cm、 器高29cmを計る。口縁

端部でやや肥厚しながら内湾する。 (b)は 14～ 17で、調査区南側に集中して出土する。14と 15は

貝殻腹縁を列点文状に施文する。16は浅く施文する。17は浅く施文するが、横方向の施文が入る。

(c)は 18で貝殻腹縁に弧を持たせた状態で施文する。その個体は縦方向を主とするが、個体の上

下に羽状の施文が入る可能性がある。

C類 (19～29)桑 ノ丸式土器を中心とする。施文によって (a)貝殻腹縁等を利用した工具で、短
めな櫛描状の文様を縦方向に施文するもの、(b)貝殻腹縁を利用した工具で、短めな櫛描状の文

様を羽状に施文するもの、(c)貝殻腹縁を利用した工具で、長めの櫛描状の文様を浅い波状にし

かもランダムに施文するものがある。いずれも、調査区中央付近を中心に出上している。

(a)は 19～21で深めに施文する。口縁部は肥厚しない。19は 間隔を保ちながら施文する。 (b)

は22～ 24で、24はかなり浅めに施文しているが、箆状の工具を使用したものかもしれない。回縁

部は肥厚内湾しない。23は復元口径28.4cmで ある。22と 23は 口唇部が内傾しやや肥厚するが、23

は内湾をするほどではなく、胴部も張らずに真っ直ぐ立上る。 (c)は 25～29で、口縁部の器形は、

端部を肥厚させ内湾するものと、そうでないものが存在する。25は肥厚内湾する。26は内湾気味

に傾くものの、肥厚しない。

D類 (30～33)中原式上器を中心とする。口縁部は丸みを持たない。30は、横方向に条痕文を巡ら
し、口縁部はやや内湾気味になる。31は、条痕を縦に浅く施し、その後横方向に貝殻条痕文を施

す。胴部から回縁部にかけて真っ直ぐに延びる。32は貝殻条痕文の施文タッチが他のものと異な

るが、この範疇に入れた。33は 31と 異なり、縦方向の条項文が明確にわかる。

E類 (39,40)平棒式上器と思われる。39は無紋である。40は胴部に幾何学文様を施文する。
F類 (46～53)山形押型文を施文する土器で、口縁部内タト面の施文方法で細分する。 (a)外面横方
向に施文し、内面横方向に施文後原体条痕 (柵状文)を施す。基本的にこの原体条痕 (柵状文)
は回転施文である。 (b)内外面横方向に施文するが、内面の施文後原体条痕 (柵状文)を もたな
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い。(c)は外面縦方向に施文し、内面は施文しない。(d)外面縦方向に施文し、内面は横方向に

施文する。(e)は外面が横施文のように見えるが、明確ではない。口縁部が内湾気味となり、他

と異なる。

(a)は 46～49で調査区内北側で集中して出土している。46や 47は胴部が張ることなく立上り、

口縁部はやや外反する。48,49も 同じく口縁部はやや外反する。(b)は 50で、口唇部に山形文を施

文する。口縁部は外側に真っ直ぐ立上る。(c)は 51で大きく外反する。(d)は52で口縁部を大き

く肥厚させ口唇部には山形文を施す。口縁部を短く外反させる。(e)は 53がこれにあたる。

G類 (54～61)楕円押型文を施文する土器で、口縁部内外面の施文方法で細分する。(a)は外面横

方向に施文し、内面横方向に施文後原体条痕 (柵状文)を施す。基本的にこの原体条痕 (柵状文)

は回転施文である。(b)外面縦施文で、内面は横方向に施文する。(c)は外面斜方向に施文し、

内面は横方向に施文する。

(a)は 54～ 56で口縁部はやや外反する程度である。調査区内北西側で集中して出上している。

54と 56は山形口縁をなす。56は口縁部は横線で胴部にいたつては斜方向に施文される。(b)は 57

で、口縁部を大きく短く外反する。(c)は 58と 59で、59は胴部から口縁部にかけて真っ直ぐ立上り、

口縁部は外反しない。60と 61は平底の底部で、61は縦方向の施文である。60の復元底径は、

7.2cmである。

H類 (62)格子目押型文を施文する土器で、口縁部内外面の施文方法で細分する。62は斜方向に施

文される。口縁部は丸みを持ち、内面は丁寧なナデ調整であり、周辺遺跡出上の格子目押型文と

よく似ている。

I類 (63)その他の回転施文の押型文である。63は通称「イテゴ」とも言われているが、松の枝な

どを利用して回転施文される。

」類 (34～ 38、 41～45)その他の上器で一括した。また、無紋土器も含めた。34は内外面に粗い条

痕を施し、口縁端が細くなる。35は斜方向に細い沈線を連続して施す。36は浅い条痕を横方向に

施文するが、部分的に押引き風に施文する。37は表面が磨耗した風である。38と 41はナデ ?調整

の無紋土器である。42は横方向に貝殻条痕の調整が見られる。43～45は平底の底部で、編物圧痕

が認められる。43の復元底径は約7.6cm、 441ま約7.6cmで ある。(島田)

《石器》

縄文時代早期に相当する石器は、合計1154点、総重量38,720.7gが出上した。内訳を表 4に示す。

剥片石器は、馬塔、サヌカイト、黒耀石、チヤート、頁岩 。流紋岩系石材、砂岩が用いられる。

瑶璃製 64・65の打製石鏃未製品のほか、剥片や原石が出上している。

サヌカイト製 66・67は打製石鏃、68は異形石器である。69は尖頭器で、両端を欠損している。Ⅱa

層出土だが、早期の所産と考えられる。他に剥片 3点が出土している。多久産の可能性が高い。

西北九州産黒耀石製 70。71は、比較的小型の打製石鏃である。72～ 74はその未製品。75は石核で

礫面の残存状況をみても原石に近い大きさか。76は最大長8.lcm、 最大幅6.6cm、 重量101.5gを 測

る大型の掻器である。左側縁を中心に両面加工が施され、表面及び右側面は礫面が残る。いずれ

も腰岳産で剥片やチップも多数出土している。このほか、淀夕臣産剥片 5点が確認されている。

日東産黒耀石製 77は掻器で、平面形はいびつな三角形を呈し、下縁と両側縁に両面加工が施され

る。                ‐

桑ノ木津留産黒耀石製 78～80が打製石鏃、81～ 83はその未製品である。比較的小型の石鏃である。

84・ 85は掻器で下縁と両側縁に加工が施され、礫面が残る。86・ 87は原石である。

チャート製 88～ 1101よ打製石鏃、111・ l13～ 120。 124・ 125はその未製品である。88～90。 109は平面形
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熟   AA

■      Ⅲ 3

縄女時代早期の■器 本類―,D類

☆…別府原式

O…申原―式

第18図 遺物分布図 (1)

縄文時代早期の■器 B類
☆…下剥峰式 lal
◎…TRJ峰式 tbl
●…下剥峰式―lc)

O…下剥峰式 (そのω

第19図 遺物分布図 (2)
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蜘 輯 Ola

☆十1桑イ丸式
―
①

りⅢ桑′丸式
―
lbJ

●…桑メ丸式 tol.

O■桑ブ丸式 (4の他)

第20図 遺物分布図(31

蘊糞時代早期ゆ主器 ―F療
☆・・す西形碑型文 (D

◇■蜘 文 lbJ
△・,Ⅲ形苺型文 (cl

口…Ⅲ密報嘘 ldl
◎■山形押理支 lel
O!山影算型真 (そ0翰

第21図 1遺物分布図14)
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縄文時代早期の上器 鱒
☆…雅口押型文 lal
△…楕円押型丈 lbl
●…楕円押型文 lc)

O…袴円押型文 (その他)

第22図 遺物分布図 (5)
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。° 口五だぃ。_°f殺 ?≧中7浄

Мご撃ぽ:義 ,。   。3尊と多ヨ_ i3監

ζ

登長

肇肇こ賛鞄撥庁
:° |:。

口       
。
:k°
輩 :軋

ぱ
的°

縄文時代早期の上器 B・ ■年J類
☆ 坪̈幣式

◇ ・格子目押型文
△…押型支 (イチ⇒

□…無紋

O…その他

第23図 遺物分布図(6)
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縄文時代早期の剥片石器

◆…サヌカイト製

■…焉璃製

☆…姫島産黒耀石製

◇…西北九州産黒耀石製

□―鹿児島産黒耀石製

○…桑ノ木津留産黒耀石製

第24図 遺物分布図 (7)

第25図 遺物分布図 (8)

縄文時代早期の剥片石器

○…頁岩 流紋岩系石材
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第26図 遺物分布図 (9)

縄文時代早期の礫塊石器

第27図 遺物分布図 (¬ 0)
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第29図 出土土器実測図 (2)
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(  )内 は重量表4 縄文時代早期石器組成表
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斡   86 匿竺3修醤  87

第33図 出土石器実測図 (1)

石材名
静種名

瑶璃 サヌカイト 蟹尾著 催鱚評チヤート 安山岩
尾鈴山
酸性岩

砂岩
西北九州産
黒曜石

産
石
真
曜
日
皇
【

買岩 流紋岩
系

計

打製石鏃

局部磨製石鏃

打製石鏃未製品

尖頭器

磨製尖頭器

両面加工石器

異形石器

石箆

石匙

掻器

二次加工剥片

微細剥離ある剥片

剥片

チップ

剥片石核

石核

原石

打製石斧

局部磨製石斧

敲石

磨石 敲石
磨石

台石

打久石錘

1(2020)

1 (2830)  8 (8815)

2(06)

2(91) 5(40)

1(132)

1(40)

1(05)

1(1015) 2(43)

2(109)  2(19)

8(497) 3(44)10(151)44(373)
7(07) 15(15)

4(165)

1(190)                 1(97)

3(10) 23(322) 6(76)
2(27)

3 (18)  12 (1026)   9 (654)     1(68)

1(59)

4(126)   1(310)

1(38)

1(02)

2 (56)   4 (290)    6 (913)     1 (1418)

7(448) 9(1624)
4(896)

11 (146) 182 (4337)547  (49172)

5 (07)   35 (43)   95 (215)

2(147)  4(1216)

1 (42)    12 (10163)

3 (186)   1(40)    4 (9205)

1(1170)

3 (1757)    1 (1500)

8 (28760)

6(″%0)
4(21800)

4 (190000)

1 (1500)

2(14) 36(428)

2(27)

32(1897)

1(132)

1(59)

6 (476)

1(05)

1(38)

1(02)

15 (15482)

20 (2200)

4 (896)

805(5472)

157(287)

6 (1363)

17 (10370)

10 (9718)

1(1170)

4 (3257)

9(30780)

6(27940)

13 (33445)

4 (190000)

1 (1500)

計 ll(778)7(195)拗 (307)74(1730)2(43) グ (423)272(6823)705(77495)26(285748)2(485)8(8815) 1154(387207)
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△雀△姦士△姦中A典 0△ (4み′えもええ‖∧90          91          92          93          94

第34図 出土石器実測図 (2)

状が三角形、91～ 101・ 108・ 1101よ基部に狭 り有、102～ 107基部に深 く袂 りが入る鍬形鏃である。

112・ 122,123は 両面加工石器である。126～ 129は掻器、130は縦型の石匙である。他に剥片等多数

出土。

頁岩・流紋岩系石材 頁岩・流紋岩系の石材 (細分記号を表 6に示す)を一括した。705点のうち石
材Iが約 8割を占める。23組52点が接合、600点を超える剥片・チップが出上した。

131～ 136は打製石鏃、137・ 138は局部磨製石鏃、139～ 145は石鏃未製品である。石鏃は基部に緩

い袂りが入る。146は磨製尖頭器で基部は欠損か。147～ 149は掻器で下縁及び側縁に加工有り。

150は石箆。151'152は 石核で打面転移をしながら剥片剥離が施される。礫面残存。接合資料 1は
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157+158第35図 出土石器実測図 (3)
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矢印は敲打痕

第37図 出土石器実測図 (5)

打製石鏃製作中に分割され154は再度成形が試みられたか。接合資料 2は下縁に加工が施され分

割後廃棄。接合資料 3は上面と右下礫面を打面とした剥片剥離工程で剥出され、剥離後も調整が

行われる。

砂岩製 159は打製石鏃未製品。161は大型の掻器で左側縁に加工が施される。(160は Ⅱa層の遺物)

礫塊石器は、頁岩・流紋岩系石材(163～ 166)、 安山岩(171)、 尾鈴山酸性岩(184)と 砂岩が利用され

る。163は打製石斧で裏面に礫面を残す。162・ 164～ 166は局部磨製石斧である。167～ 175は敲石、

176～ 179は磨石・敲石、180～ 184は磨石、185～ 1871ま台石である。

〃
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／
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ぷ
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学

トーン 矢印は磨面

第38図 出土石器実測図 (6)
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第39図 出土石器実測図 (7)

-42-

トーンは磨面



第 3節  Ⅱ層の調査

Ⅱ層の調査は、まず、5m間隔で 1辺が5mの ト

レンチを設定し、遺物や遺構が確認されたトレン

チの周辺に調査区を広げていく方法を採用した。

工a層上面の地形は調査区中央が最も高 く、 1号

集石が検出されている。また、撹乱によって包含

層が消滅している部分も多く見られたが、調査区

南西部と北端部を中心に遺物が出上した。

1遺構 と遺物

(1)遺構

集石遺構が 1基検出された。 1号集石は礫の広

がりとほぼ同規模の卵形の上坑を有する。上坑の

深さは0.28mで 底石は伴わないタイプのものであ

る。構成礫のほとんどで赤化が認められ、95%を

占める割礫は割面にも赤化が認められた。なお、

構成礫の属性や重量については表 2。 3に掲載し

ている。

(2)遺物

0             1m

第40図 集石遺構実測図

。
‐
ぼ

象∫砂 I層掘削範囲

☆宮之迫式上器

◇無紋土器

Oその他の縄文土器

●石器

十 標高値はⅡa層上面

□ 未調査区域

□ 境乱 (Ⅱ a層上面)

0

第41図  Ⅱ層遺構配置図及び遺物分布図
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第42図 出土遺物実測図
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勘
血

上
位
出
層 辣 部 位

調 整  文 様 色  調
胎  土 備 考

外 内 外 内

2 Ⅳ A 日縁部
横方向貝般条痕後、口縁部端
に維方向連続貝殻腹縁刺突文

ナ デ
Hue10YR 7/4
にぶい責橙色

Hue10YR 7/3
にぶい責橙色

lmm弱 の半透明粒 多 lmm弱 の黒色光沢
粒 多 2mm大の赤褐色粒 1個

3 Ⅳ A 回縁部
斜方向貝殻条痕後に縦方向連
続条痕

ナデ
Hue25YR6/3
にぶい黄色

Hue2 5YR6/2
灰黄色

lmm弱透明粒 多 1～6mm赤褐色粒 数個

4 Ⅳ A 回縁部
斜方向貝殻条痕後縦方向連続
条痕

ナ デ
llue2 5YR6//4

にぶい橙色 ２５ＹＲ髄
ｈ lmm弱 光沢粒 多 lmm大 白色粒 多

5 Ⅳ A 日縁部
横方向貝殻条痕後、日縁部端
に縦方向連続沈線文

ナデ
Hue10YR 7/3
にぶい黄橙色

Hue10YR5/3
にぶい黄褐色

lmm弱 の半透明粒 多 lmm弱 の黒色光沢
粒 多

6 Ⅳ A 日縁部
斜方向貝殻条痕後縦方向連続
条痕後横方向貝殻条痕

ナ デ
Hue10YR 7々
にぶい黄栓色

Hue10YR 7/4
にぶい黄橙色

lmm弱透明粒 少 15mm弱 褐色粒、黒色粒 少

7 Ⅳ A 口縁部
斜方向貝殻条痕後縦方向連続
条痕後横方向貝殻条痕

ナデ
Hue25Y7/3
浅責色

Hue25Y7/4
浅黄色

lmm弱褐色粒 少 lmm弱透明粒 多 l romm
大長方形黒色粒 多 1～ 2HIm白色粒 少

8 Ⅳ 口縁部
横方向貝殻腹縁刺突文日縁部
端肥厚

ナデ
Hue7 5YR5/4
にぶい褐色

Hue2 5Y6/3
にぶい黄色

雲母 あ り lmm弱 透 明粒 少 15mm弱 白
色粒、黒色粒 少 口縁内湾 しない

9 Ⅳ B 口縁部
浅い横方向貝殻腹縁刺突文日
縁部端肥厚

ナ デ
Hue7 5YR5/4
にぶい掲色

Hue75YR5/4
にぶい褐色

雲母あり 15mm弱 白色粒、長方形黒色粒
少

日縁内湾するか?

Ⅳ 胴部 深い横方向貝殻腹縁刺突文 ナ デ
Hue10YR8/3
浅黄橙色

Hue10YR7/2
にぶい責橙色

lmm大白色粒 lmm弱黒色粒 茶色粒

11 Ⅳ 胴 部 浅い横方向の貝殻腹縁刺突文 ナデ
Hue75YR6/4
にぶい褐色

Hue75YR6/3
にぶい褐色

lmm弱 白色粒 多 雲母あり

12 Ⅳ B 胴部 深い斜方向貝殻腹縁刺突文 ナ デ
Hue5YR8/4
淡橙色

Hue10YR8/2
灰白色

lmm弱 白色粒 lmm弱黒色泣

13 Ⅳ B
日縁部
～底部

浅い横方向貝殻腹縁刺突文 ナ デ
Hue2 5Y6/3
にぶい黄色

Hue2 5Y6/3
にぶい責色

微 Imな 透 明粒 少 05～ lmm黒 色粒 少
05～ 15mm白 色粒 多 lmm大赤褐色粒 少 日縁部内湾

Ⅳ B 胴部 羽状の貝殻腹縁刺突文 ナデ
Hue7 5YR5/4
にぶい褐色

Hue75YR6/4
にぶい褐色

1～ 3mm自 色粒 lmm弱黒色光沢粒

Ⅳ B 胴部 羽状の貝般腹縁刺突文 ナ デ
Hue5YR6/4
にぶい橙色

Hue75YR6/3
にぶい褐色

と～3mm自 色粒

Ⅳ B 底部 羽状の貝殻腹縁刺突文 ナ デ
Hue2 5YR5/6
明赤褐色

Hue10YR6/3
にぶい黄橙色

lmm大透明粒 少 1～2mm白 色粒 多
lmm大黒色光沢粒

17 Ⅳ B 月同音FS
可羽犬
文
横方向の貝殻腹縁刺突

ナデ
Hue5YR5/4
にぶい赤褐色

Hue75YR6/3
にぶい褐色

1～ 3mmの 茶色粒、白色粒 lmm弱 透明光沢
粒 少

Ⅳ B 月同言Б
横 ? 縦方向の貝殻腹縁刺突
文

ナ デ
Hue75YR73
にぶい褐色

Hue5YR5/4
にぶい赤褐色

lmm大白色粒 少  lmm弱 透明粒、黒色光
沢粒 少

Ⅳ C 口縁部 縦方向の短櫛描文 ナデ
Hue2 5Y7/4
浅黄色

Hue2 5Y7/4
浅黄色

lmm弱透明粒、黒色粒、白色粒 少 日縁部端 肥厚
内湾な し

20 Ⅳ 口縁部 縦方向の短櫛描文 ナデ
Hue5Y降76
赤褐色

Hue25YR5/6
明赤褐色

lmm弱 白色粒、透明粒、光沢泣 少 lmm大
黒色粒 少 口縁部肥厚なし

Ⅳ C 胴部 縦方向の短櫛描文 ナ デ
Hue5YR4/8
赤褐色

Hue5YR6/4
にぶい橙色

lmm弱透明粒 多 lmm大 白色粒、黒色泣
少

Ⅳ C 日縁部 羽状の櫛描文 ナ デ
Hue7 5YR5/4
にぶい褐色

Hue7 5YR5/6
明褐色

lmm弱透明粒、黒色粒 多 lmm大 白色粒、
黒色粒 少  1～2nllm大 白色粒 少 口縁部やや内径

Ⅳ C 口縁部 横 斜 羽状の短櫛祐文 ナ デ
Hue7 5YR5/4
にぶい褐色

Hue7 5YR6/6
橙色

微細な透明粒、黒色粒、掲色粒 多 lmm弱
乳白色粒 多 21rlm～61nm灰責色粒

% Ⅳ C 口縁部 羽状F「描文 ナ デ
Hue10YR6/2
灰茶褐色

Hue10YR5/〕
褐灰色

lmm大白色粒 多 lmm大灰色粒 少

Ⅳ C 日縁部 ランダムな櫛祐文 ナ デ
Huo10YR6/4
にぶい責橙色

Hue10YRワ 4
にぶい黄褐色

微細な透明粒 多 lmm弱黒色粒、赤褐色粒
少 lmm大白色粒 少

口縁部端 肥厚
内湾

Ⅳ C 日縁都 櫛描文 ナ デ
Hue75YR6/6
橙色

Eue7 5YR6/6
橙色

lmm弱 透明粒、黒色粒、自色粒 少
1～2mm弱赤褐色粒 少

Ⅳ C 底部 櫛構文 ナ デ
Hue10YR8/2
灰白色

Hue10YR7/3
にぶい黄橙色

lmm弱 黒色粒 少 lmm大 白色粒 少

《土器》

188は沈線間に貝殻連続刺突文が施される宮ノ迫式土器である。ほかに無紋土器などが出土して

いる。

《石器》

189,190は打製石鏃である。189は腰岳産黒耀石製で、側縁部が九みを帯びる。190は頁岩・流紋岩

系石材である。191は打製石鏃未製品である。瑶璃製で側縁中央部が張り出し五角形状を呈する点

から、縄文時代早期に利用される帖地型石鏃の未製品の可能性がある。192は十字形石器である。

193は削器で左側縁部に加工が施される。194は大型の掻器で下縁部及び左側縁部に加工が施される。

160(第36図 )は砂岩製の掻器で左側縁部に加工が施される。195は局部磨製石斧、196・ 197は磨製石斧

である。198は長軸打欠石錘である。

199は表土中より出上した磨製石鏃で弥生時代の所産である。 (藤木)

表5 出土土器観察表
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表 5 出土土器観察表

勘
詭

上
位
出
層 分類 部位

調 整  文 様 色 調
胎  土 備 考

外 内 外 内

Ⅳ C 底 部 櫛祐文 ナデ
Hue10YR8/5
浅黄橙色

Hue10YR8/5
浅黄橙色

lmm弱黒色粒 少 lmm大 白色粒 少

Ⅳ C 胴 部 櫛猫文 ナデ
Hue10YR6/4
にぶい黄橙色

Hue10YR6/4
にぶい黄橙色

lmm弱 透明粒 多 lmm弱黒色粒 少
05～ 15mm白 色粒 多

Ⅳ D 日縁部 横方向貝般条痕 ナ デ
Hue10YR7/3
にぶい黄橙色

Hue10YR7/3
にぶい責橙色

1～3mm大黒色粒、灰色粒、白色粒 lmm大
白色光沢粒

31 Ⅳ D 口縁部
縦方向貝殻条痕後横方向貝設
条痕文

ナ デ
Hue2 5Y7/4
浅黄色

Hue2 5Y7/4
浅黄色

lmm大 黒色光沢粒 少 lmm大黒色粒 多
lmm大 白色粒

Ⅳ D 日縁部
横から斜方向にかけて貝殻条
痕

ナ デ
Hue2 5Y7/4
浅黄色

Hue2 5Y7/4
浅黄色

lmm弱 透明粒、褐色粒 少 1亘m弱長方形
黒色粒 少

Ⅳ D 口縁部 縦方向と横方向の貝殻条痕 ナ デ
Hue7 5YR5/4
にぶい褐色

Hue5YR5/4
にぶい赤掲色

1～4mm乳自色粒 多 15mm弱半透明粒
少 雲母あ り

Ⅳ J 口縁部 斜方向貝殻条痕 ランダムな条痕
Hue10YR6/2
灰茶褐色

Hue10YR5/1
褐灰色

lmm弱 の白色粒、黒色粒 少

Ⅳ J 日縁部 斜方向沈線文 ナデ
Hue10YR7/3
にぶい黄橙色

Hue10YR6/2
灰茶褐色

微細な黒色粒、赤掲色粒、白色粒、透明粒 少

Ⅳ J 胴部 押引き風の貝殻条痕文 ナ デ
Hue10YR8/3
浅黄掲色

Hue10YR6/2
灰茶褐色

lmm弱 光沢透明粒、黒色粒  少

37 Ⅳ J 回縁部 不明 不 明
Hue2 5Y7/3
浅黄色

Hue25Y7/3
浅黄色

lmm大半透明粒 多 lmm弱黒色粒 少 磨耗 ?

Ⅳ J 口縁部 ナ デ ナ デ
Hue10YR7/3
にぶい黄橙色

Hue10YR7/4
にぶい黄橙色

微細な透明粒、自色粒 少

Ⅳ E 日縁部 ナデ ロ唇部若干肥厚 ナ デ
Hue10YR7/4
にぶい責橙色

Hue10YR7/3
にぶい責橙色

lmm大黒色光沢粒 2mm大 茶色粒 少
lmm弱 白色粒

Ⅳ E 幾何学的沈線文 ナ デ
Hue5YR5/4
にぶい責褐色

Hue5YR5/3
にぶい褐色

lmm大黒色光沢粒 多 lmlr弱白色粒 多
雲母あり

Ⅳ ] 回縁部 チ デ
Hue10YR7/4
にぶい黄橙色

Hue10YR7/4
にぶい黄橙色

lmm弱 黒色光沢粒、透明泣、乳白色粒、赤褐
色粒 少

Ⅳ ] 日縁部 条痕調整 ナ デ
Hue5YR4/4
にぶい赤褐色

Hue5YR5/4
にぶい赤褐色

lmm弱 乳白色粒 少

Ⅳ ] 底部 底面に網代痕 不明
Hue10YR7/4
にぶい責橙色

Hue10YR7/5
にぶい黄橙色

lmm大 透明粒、半透明粒 多 lmm大 黒色
光沢粒 少

Ⅳ J 底 部 底面に網代痕 不 明
Eue10YR8/4
浅責橙色

Hue10YRン 4
浅黄橙色

lmm弱 乳白色粒、赤褐色粒 少 微細な透明
粒 多

Ⅳ 」 底 部 不 明 ナ デ
Hue5YR6/6
橙色

Hue10YR6/3
にぶい責栓色

lmm弱 黒色光沢粒  少

Ⅳ F 口縁部 横
方向山形押型文 (一部縦方
向)

横方向山形押型
文後、原体条痕

Hue10YR7/2
にぶい責橙色

Hue10YR6/3
にぶい黄橙色

長方形黒色光沢粒 多 lmm弱透明粒 少
1～ 3mm白 色粒 少

甲 F 日縁 部 横方向山形押型文
横方向山形押型
文後、原体条痕

Hue10YR6/4
にぶい黄橙色

Hue10YR4/2
灰黄掲色

lmm弱 黒色光沢粒 多 3mm大 白色粒、灰
色粒 少 透明光沢粒 少

48 Ⅳ F 日縁部 横方向山形押型文
横方向山形押 /_l

文後、原体条痕

Hue2 5Y7/3
浅黄色

Hue25Y7れ
浅責色

lmm弱褐色粒 少 lmm弱透明粒 多 15mm
大長方形黒色粒 多 1～2mm白色粒 少

Ⅳ F 日緑部 横方向山形押型文
横方向山形押型

文後、原体条痕

Hue10YR5/3
にぶい黄橙色

Hue10YR73
にぶい黄褐色

lmm大 の黒色光沢粒とlmm以下の半透明粒
多 乳白色粒、赤褐色粒、灰色粒 少

Ⅳ F 口縁部
横方向山形押型文口唇部山形
押型文

横方向山形押型
文

Hue10YR6/3
にぶい責橙色

Hue10YR7/4
にぶい責橙色

lmm大赤褐色粒 少 lrrlm弱 乳自色粒、透
明粒

Ⅳ F 日縁部 縦方向山形押型文口縁部外反 ナデ
Hue7 5Y郎/4
にぶい褐色

Hue75YR6/4
にぶい橙色

lmm大白色粒 多 lmm大透明粒、黒色粒

Ⅳ F 口縁部
縦方向山形押型文口縁部小ぶ

りの外反国唇部山形押型文
横方向の山形押
型文

Hue10YR7/4
にぶい黄橙色

Hue10YR7/4
にぶい黄橙色

lmm弱黒色粒、透明粒、白色粒 少

Ⅳ F 日縁部 横方向山形押型文 ナ デ
Eue5YR6/6
橙色

Hue5YR5/6
橙色

微細な白色粒、黒色粒、褐色粒、透明粒 少 口縁部内湾気味

Ⅳ G 日縁部 横方向楕円押型文
横方向楕 円押型
文後、原体条痕

Hue10YR6/3
にぶい黄橙色

Hue10YR7/3
にぶい黄橙色

lmm大白色粒 少 lmm弱黒色粒 多 山形回縁

Ⅳ G 回縁部 横方向楕円押型文
横方向楕円押型
文後、原体条痕

Hue10YR6/3
にぶい黄栓色

Hue10YR7/2
にぶい責橙色

lmm白色粒 多 Inarn弱黒色粒 穿子L

Ⅳ G 口縁部 横方向楕円押型文
］
酌

方
後
横
文

Hue7 5Y郎/4
にぶい褐色

Hue7 5YR5/4
にぶい褐色

lmm弱 透明粒 少 lmm大 白色粒 山形口縁穿孔

Ⅳ G 日縁部 縦方向楕円押型文
横方向楕円押型
文

Huc75YR5/4
にぶい褐色

Eue75YR5/2
灰褐色

lmm弱 半透明粒 少 lmm大乳白色粒 多
雲母あり

Ⅳ G 日縁部 斜方向楕円押型文
横方向楕円押型
文

Hue10YR6/3
にぶい黄橙色

Hue10YR6/4
にぶい黄橙色

1～ 2mm黒色光沢粒 多 lmm弱透明粒 多
lmm弱乳白色粒 少 4mm大乳白色粒 2個

Ⅳ G 口縁部 斜方向楕円押型文
横方向楕円押型
文

Hue10YR6/2
灰黄褐色

Hue10YR7/8
にぶい黄褐色

lmm弱黒色光沢粒 多 lmm大 白色粒 多 穿 孔

Ⅳ G 底部 楕円押型文 ナ デ
Hue7 5YR7/4
にぶい橙色

Hue10YR7/3
にぶい責橙色

lmm大 白色粒、lmm弱 黒色粒 多 黒色粒
3mm大 1個

61 Ⅳ G 底部 縦方向楕円押型文 ナ デ
Ｒ４
色ｕｅ５Ｙ納

Ｈ Hue75YR4/1
褐灰色

lmm大白色粒 少 3mm大 白色粒 数点

Ⅳ H 日縁部 格子日押型文 ナ デ
Hue5YR5/6
明赤褐色

Hue5YR6/6
橙色

lmm弱 透明粒、黒色粒 少 lmm弱 白色粒
少

Ⅳ I 小枝等による回転押型文 ナ デ
Hue5YR5/3
にぶい褐色

Hue5YR5/3
にぶい褐色

lmm弱 白色粒 少 1～3mm白 色粒、灰色粒
少

I 口縁部 沈線間に貝殻腹縁連続刺突文 ナ デ
Hue10YR8/2
灰自色

Hue10YR7/3
にぶい黄橙色

lmm弱 黒色光沢粒  透明粒



表 6
遺物番号 側点番号 層位 器種 石材 最大長 最大幅 最大厚 重 量 接合 所見等
1 2213 Ⅳ a 細石刃核 黒耀石 (腰岳産) 14

490 Ⅳ a 打製石鏃未製品 馬瑞 11

Ⅳ b 打製石鏃未製品 馬噛

打製石鏃 サメカイト (14) 先端再加工か。

2024 Ⅲ 打製石鏃 サヌカイト 先端再加エカ

異形石器 サヌカイト

Ⅱ a 尖頭器 サヌカイト 10

Ⅳ b 打製石鏃 黒燿石 (腰岳産 15 12

7ユ 2559 Ⅳ c 打製石鏃 黒耀石 (腰岳産 14

Ⅳ a 打製石鏃未製品 黒耀石 (腰岳産 17

1687 Ⅳ b 打製石鏃未製品 黒燿石 (腰岳産 14

1983 打製石鏃未製品 黒耀石 (腰岳産 14

1888 皿 石核 黒耀石 (腰岳産 13 17 16

2555 Ⅳ c 掻器 黒耀石 (腰岳産

77 2130 Ⅳ a 掻器 黒耀石 (日 東産

349 打製石鏃 黒耀石 桑ノ木津留産 ) 2

打製石鏃 黒耀石 (桑ノ木津留産) 11

打製石鏃 黒耀石 (桑ノ木津留産) 7

8ユ 2482 Ⅳ a 打製右鏃未製品 黒耀石 (桑ノ木津留産) 4 11

82 打製石鏃未製品 黒耀石 (桑ノ木津留産 ) 13

1188 Ⅳ b 打製石鏃未製品 黒濯石 桑ノ木津留産) 14 14

84 434 掻器 黒耀石 (桑 ノ木津留産 ) 17 ll

85 132 掻器 黒耀石 (桑ノ木津留産)

159 石核 (原石 ) 黒耀石 (桑ノ木津留産) 14

87 225 原石 黒耀石 (桑 ノ木津留産 ) 13

88 130 打製石鏃 チヤー ト (不透明) 17 14

89 Ⅳ a 打製石鏃 チ ャー ト (半透明 ) 15

Ⅳ b 打製石鏃 チヤー ト (不透明) 9

600 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (半透明 ) 3

2429 Ⅳ b 打製石鏃 チャー ト (半透明)

806 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (半透明)

443 打製石鏃 チャー ト (半透明) 15

1159 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (半透明) 6 2

1343 Ⅳ b 打製石鏃 チ ヤー ト (半透明 )

1485 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (半透明)

636 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (半透明) 3

Ⅳ b 打製石鏃 チャー ト (半透明)

100 1100 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (半透明) (11)

998 Ⅳ a 打製石鏃 チ ャー ト (半透明 ) (12) (11)

102 266 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (半透明)

103 1948 打製石鏃 チャー ト (半透明)

2209 Ⅳ a 打製石鏃 チャー ト (黒色 )

105 543 Ⅲ 打製石鏃 チャー ト (半透明 )

106 2182 Ⅳ a 打製石鏃 チ ャー ト (半透明 ) (21)

107 129 打製石鏃 チ ャー ト (半透明 )

108 1842 打製石鏃 チャー ト (半透明)

109 1434 Ⅳ b 打製石鏃 チヤー ト (不透明)

2187 Ⅳ a 打製石鏃 チヤー ト (半透明)

1 1437 Ⅳ b 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明) 10

2339 Ⅳ b 両面加工石器 チャー ト (半透明)

13 2519 Ⅳ c 打製石鏃未製品 チャー ト (黒色 ) 19

2060 Ⅳ 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明 ) 11

15 1949 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明 ) 11

449 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明)

17 1491 Wa 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明 )

840 Ⅳ b 打製石鏃未製品 チャー ト (半透 明 )

1854 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明 )

1858 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明 )

2490 ■ b 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明)

2315 Ⅳ a 両面加工石器 チャー ト (半透明 )

1779 Ⅳ c 両面加工石器 チヤー ト (半透明)

2007 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明 ) 15 244

2080 Ⅳ a 打製石鏃未製品 チャー ト (半透明) 15

Ⅳ b 掻器 チヤー ト (半透明) (14)

Ⅳ b 掻器 チャー ト (半透明) 08

Ⅳ b 掻器 チャー ト (半透明 ) (27) 片面加工

2509 Ⅳ b 掻器 チャー ト (半透明) 14 160

1906 石匙 チャー ト (半透 Hll) 02



6 出土石器観察表
遺物番号 側点番号 層 位 器種 石材 最大長 最大幅 最大厚 重量 接合 所見等

Ⅳ a 打製石鏃 頁岩 流紋岩系 (] 17

1634 Ⅳ a 打製石鏃 買岩 流紋岩系 (I)
259 Ⅲ 打製石鏃 買岩 流紋岩系 (I) 9

485 Ⅳ a 打製石鏃 頁岩 流紋岩系 (I 9

675 Ⅳ b 打製石鏃 買岩 流紋岩系 (頁岩 )
2169 Ⅳ a 打製石鏃 買岩 流紋岩系 (I) (23) 5

1860 局部磨製石鏃 真岩 流紋岩系 (V) 04

局部磨製石鏃 頁岩 流紋岩系 (AA) 14

139 2572 打製石鏃未製品 頁岩 流紋岩系 (1) 20

2575 打製石鏃未製品 買岩 流紋岩系 (AD) 07

4ユ 1696 Ⅳ b 打製石鏃未製品 頁岩 流紋岩系 (AK) 30 08 72

2063 Ⅳ a 打製石鏃未製品 頁岩 流紋岩系 (AC) 11 70

Vb 打製石鏃未製品 頁岩 流紋岩系 (I)
144 1544 Ⅳ a 打製石鏃未製品 頁岩 流紋岩系 (I)

Ⅳ a 打製石鏃未製品 頁岩 流紋岩系 (AX) 106

2542 IV c 磨製尖頭器 頁岩 流紋岩系 (買岩 )
147 Ⅳ a 掻器 買岩 流紋岩系 (I) 10

掻器 頁岩 流紋岩系 (AA)
1543 Ⅳ a 掻器 頁岩 流紋岩系 (AA) 14

1423 Ⅳ a 石箆 頁岩 流紋岩系 (I)
乏イ阻1 Ⅳ b 石核 頁岩 流紋岩系 (AB) 960

152 1684 Ⅳ b 石核 買岩 流紋岩系 (I) 1840

458 Wa 打製石鏃未製品 頁岩 流紋岩系 (I) 34 14 接合資料 1

154 577 打製石鏃未製品 買岩 流紋岩系 (I) 13 接合資料 1

155 260 二次加工剥片 買岩 流紋岩系 (AX) 30 08 接合資料 2

156 664 Ⅳ b 二次加工剥片 頁岩 流紋岩系 (AX) 32 11 接合資料 2

157 794 Ⅳ b 剥片石核 買岩 流紋岩系 (I) 59 258 接合資料 3

158 200 Ⅲ 剥片石核 頁岩 流紋岩系 (I) 36 30 接合資料 3

159 2073 Ⅳ a 打製石鏃未製品 砂岩 22 68

160 掻器 砂岩 113 3280

2679 3r a 掻 器 砂 岩 162

162 1772 Ⅳ b 局部磨製石斧 砂岩

Wa 打製石斧 買岩 流紋岩系 (M) (73) 1170

2670 Ⅳ b 局部磨製石斧 買岩 流紋岩系 (AX) 149) 14

Ⅲ 局部磨製石斧 貢岩 流紋岩系 (I) 142

2352 Ⅳ b 局部磨製石斧 買岩 流紋岩系 (AK)
2780 Ⅳ c 敲石 砂岩

2657 Ⅳ a 敲 石 砂岩

2697 Ⅳ b 敲石 砂 岩 2740

2666 Wa 敲石 砂岩 (681 102 4280

と 2656 Ⅳ b 敲石 安山岩 2020

72 2870 Ⅳ a 敲石 砂岩 7990

585 Ⅳ a 敲石 砂岩 4360

174 2665 Ⅳ a 敲石 砂岩 88 4170

175 323 Ⅳ a 敲石 砂岩 50 3120

176 2869 Ⅳ a 磨石 .敲石 砂岩 92 50 5670

177 2698 Ⅳ b 磨石 敲石 砂岩 89 4960

178 2655 Ⅳ a 磨石 敲石 砂岩 78 63 %60
179 2694 Ⅳ b 磨石 敲石 砂岩 89 5890

180 Ⅳ b 磨石 砂岩 3560

Ⅳ a 磨石 砂岩 107 8750

182 2805 Ⅳ b 磨石 砂岩 3520

2445 Ⅳ a 磨石 砂岩 5970

Ⅳ a 磨石 尾鈴山酸性岩 3540

Ⅳ a 台石 砂岩 (1981 (26) 38000

2586 Ⅳ a 台石 砂岩 (1641 25000

1255 lll 台石 砂岩 272 42000

打製石鏃 黒耀石 (腰岳産)

30 打製石鏃 頁岩 流紋岩系 (AA)
絡 打製石鏃未製品 鴎璃 早期帖地I_lの可能性あり

563 十字形石器 頁岩 流紋岩系 (A6) (291

Ⅱ 削器 頁岩 流紋岩系 (AD)
194 1829 I 掻器 頁岩 流紋岩系 (I) 3800

190 局部磨製石斧 頁岩 流紋岩系 (AK)
94 磨製石斧 貢岩 流紋岩系 (U) 2060

197 347 磨製石斧 砂 岩

198 68 打欠石錘 砂岩 11 685

199 表土 磨製石鏃 貢岩 流紋岩系 (頁岩 ) 122) 04 2060
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試料名

No l

地点・層準

20号集石,底石直上の漆黒色土中

前処理・調整

酸―アルカリー酸洗浄.石墨調整

種類

炭化材

測定法

AMS

第 4節 分 析

1集石遺構 (20号集石)の 自然化学分析について

分析は、巨大な集石遺構である20号集石を解明すべく実施した。実施にあたっては、(株)古環境

研究所に委託した。

(1)放射性炭素年代測定

1 試料と方法 AMS:加速器質量分析法 (Accelerator Mass Spectrometry)

2 測定結果

試料名 愁霊卦 審毎年  縁,C 補〒器幹  (1湘%綾 甥 5%確つ
交点 i cal BC 7480

No 1       216234       8370」 =50        -252         8370」 =50     1 σ : cal BC 7520-7450,7400-7360
2 σ :cal 13C 7550⌒ヤ7320

1)望 C年代測定値 試料の“C′
2c比から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。

望C

の半減期は、国際的慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

2)δ おC測定値 試料の測定望C/ワ C比 を補正するための炭素安定同位体比 (お C/ψ C)。 この値は

標準物質 (PDB)の 同位体比からの千分偏差 (%。 )で表す。

3)補正望C年代値 δ ttC測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、望C/12cの測定値に補正値を
加えた上で算出した年代。試料のδ

おC値を‐25(%。 )に標準化すること|こよって得られる年代である。

4)暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中望C濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西
暦)。 暦年代の交点とイよ、補正

望C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確

率)と 2σ (95%確率)は、補正
望C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

5)所見 加速器質量分析法 (AMS法)に よる放射性炭素年代測定の結果、20号集石遺構の底石直
上 (漆黒色土中)か ら採取された炭化材では、8370± 50年BP(2σ の暦年代でBC7550～ 7320年 )
の年代値が得られた。

文献  stu�er et al(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p1041-1083

中村俊夫 (1999)放射性炭素法 考古学のための年代測定学入門 古今書院,pl-36

表 7 20号集石遺構に伴う放射性炭素年代測定
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(2)樹種同定

1)試料 試料は、20号集石遺構の底石直上から採取された炭化材 2点である。
2)方法 試料を割折して新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 目)、 接線断面 (板目)の基
本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質お

よび現生標本との対比によって行った。

3)結果 下記に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠を記す。
コナラ属コナラ節 Quercus sect.Prinus ブナ科 写真図版 1
横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～数列配列する環子L材である。晩材部では薄壁で角

張った小道管が火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断

面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放射組織

型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。 以上からコナラ属コナラ
節に同定される。

広葉樹  brOad― leaved tree

横断面 :道管が存在する。放射断面 :道管と放射組織が存在する。接線断面 :道管と放射組織

が存在する。以上から広葉樹に同定される。なお、本試料は保存状態が悪く広葉樹の同定にとど

めた。

4)所見 20号集石遺構の底石直上から採取された炭化材は、コナラ属コナラ節および広葉樹と同
定された。コナラ属コナラ節は、温帯を中心に広く分布する落葉高木で、日当たりの良い山野に

生育する。冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素であるミズナラや、二次林要素となるコナラなど

が含まれる。

試料llo 採取箇所 結果 (学名/和名)

2

3

漆黒色土 (底石直上 )

黒灰色土

Quercus sect.Prinus

broad― leaved tree

コナラ属コナラ節

広葉樹

写真図版 1 20号集石遺構樹種同定

橋山第 2遺跡の炭化材

横断面        :0.4alm  放射断面       :0.2alm
l,SS20 試激 、2 ヨナラ属ヨナラ節

接線断面       :0.2HIM
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(3)植物珪酸体分析

1)試料

分析試料は、20号集石遺構で採取された試料 4～試料10の計 7′点である。その内訳は、遺構横

の包含層土壌 (試料尚0、 2層濁褐色粘性土 (試料h5)、 3層赤灰色弱粘性土 (試料比6)、 5層 :褐

色粘性土 (試料陥0、 9層黒灰色粘性土 (試料h9)、 10層漆黒色粘性土 (試料配10)、 11層黒茶褐

色弱粘性土 (試料h7)と なる。また、試料採取箇所を分析結果表に示す。

2)分析法
同定は、400倍の偏光顕微鏡下行い、計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。

これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数

された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動

細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあたりの

植物体生産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にと

らえることができる。ヨシ属 (ヨ シ)の換算係数は6.31、 ススキ属 (ススキ)は 1.24、 メダケ節は

1.16、 ネザサ節は0.48、 チマキザサ節・チシマザサ節は0.75、 ミヤコザサ節は0.30である (杉山,

2000)。 タケ亜科については、植物容生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

3)分析結果
a 分類群
検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表 8に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チガヤ属など)、 ウ

ンクサ族B(大型)
〔イネ科―タケ亜科〕 メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ

節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、

ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕 表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕 ブナ科 (シイ属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他

b 植物珪酸体の検出状況
20号集石の各試料では、ミヤコザサ節型が比較的多く検出され、チマキザサ節型、ススキ属型、

ウシクサ族Aも検出された。また、部分的にキビ族型、ヨシ属、ネザサ節型、および樹木起源の

ブナ科 (シ イ属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)な ども検出された。おもな分類群の推

定生産量によると、おおむねチマキザサ節型やミヤコザサ節型が優勢となっている。

4)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

縄文時代早期の20号集石遺構の周辺は、ササ属 (チマキザサ節やミヤコザサ節など)な どの笹

類を主体としてススキ属やチガヤ属、キビ族なども見られるイネ科植生であったと考えられ、遺

跡周辺にはシイ属、クスノキ科、イスノキ属などの照葉樹を含む森林が存在していたと推定され

る。樹種同定 (第Ⅱ章)では、コナラ属コナラ節および広葉樹の炭化材が確認されていることか

ら、当時の遺跡周辺には照葉樹林や落葉樹林が生育する多様性のある森林が分布していたと考え

られる。
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表 8 20号集石遺構に伴う植物珪酸体分析結果

イネ科 樹木
「      1

メダケ属ササ属
中 中

チ ミ
マ ヤ

メ ネ キ コ

グ ザ ザ ザ
ケ サ サ サ
節 節 節 節
型 型 型 型

|||■

0        100CO
半

タケ亜科の比率

タケ亜科 その他

そ
の
他

（イ
ス
ノ
キ
属
）

マ
ン
サ
ク
科

ク
ス
ノ
キ
科

ブ
ナ
科
（
シ
イ
属
）

未
分
類
等

棒
状
珪
酸
体

表
皮
毛
起
源

未
分
類
等

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

チ

マ
キ
ザ
サ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

メ
ダ
ヶ
節
型

ウ
シ
ク
サ
族
Ｂ

ウ
シ
ク
サ
族
Ａ

ス
ス
キ
属
型

ヨ
シ
属

キ
ビ
族
型

遺構検出面 (比較試料)

濁褐色土

赤灰色土

黒茶褐色土 (底石直下)

褐色上

黒灰色土

漆黒色土(底石直上)

勲 度 (単位 :× 100個 /g)

検出密度 (× lo4個 /8)

「

~~~~~~工~司
推定生産量 (kg/∬。cm)

| コ

■

■

Ｉ

Ｉ

■

！

I

コ

コ

]

I

コ

コ

コ

■

コ

コ

コ

■

■

■

■

■

■

―

I

■

■

‐

I

■

‐

■

…

“

“

ー

地点・試料 20号集石
分類群 学名

イネ科

キビ族型

ヨシ属

ススキ属型

ウシクサ族A

Gramineac(Grasses)

Paniceae type

nttrTコ ?ォ

“Misc伽肋口d type

AndropOgoneae A type

7

7

7

60

7

22

25

13

13

32

6

19

88

6

13

13

33

_」姓∠空上族B     ___AndropOgoneae B type_
タケ亜科

メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤコザサ節型

表皮毛起源

棒状珪酸体

樹木起源

ブナ科 (シイ属 )

クスノキ科

マンサク科 (イ スノキ属 )

その他

Banbusoideae(Bamboo)

Pier9bね sヶvs sect NipponOcalamus

2θんbttdι vs sect Nezasa

Sasa sect Sasa etc

Sada sect Crassinodi

33

189

98

7

86

159

73

86

126

60

31

163

88

13

13

200

53

7        44

116      133

80        70未分類等          Others
その他のイネ科        Others

未分類等          others 449       446       373

Husk hair Origin

Rod― shaped

13        38

113       152

271       470

14

86

232

82

6

144 73

Arboreal

働 ♂よ伽 9p誌

Lauraceae

Distズium

Others 13

7

13

7

13 13

植物珪酸体総数       Tot』 781       821      1026 1011       792

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ド・ca):試料の仮比重を10と仮定して算出
ヨシ属
ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤコザサ節型

司

"η

♂口打ed

Misc)?肋 口s type

meiOぅゴasと口d sect Nipponocalamus

Pleiobyasと vs sect Nezasa

Sasa sect Sasa etc

駒M sect Crassinodl

0 24

0 57

0 80

0 16

0 33

0 40

0 42

0 16      0 08     0 09

0 08

0 65      0 65      0 05

0 48      0 38      0 35

0 23      0 17

0 06

0 24     0 10

0 49      0 60

タケ亜科の比率 (%)      _
メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

_ ミヤコザサ節型

到eiobFadι コ,sect Nipponocalamus

PieiObyasと vs sect Nezasa

Sada sect Sasa etc

Sasa sect CrassinOdi

63

37

14

R6

45

hら

8

13

79
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写真図版 2 20号集石遺構植物珪酸体
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(4)蛍光X線分析

1)試料 分析試料は、植物珪酸体に用いられたものと同一試料である。
2)分析方法 エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日本電子伽製,」SX3201)を用いて、元
素の同定およびファンダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる定量分析を行った。
3)分析結果

表 9に各元素の定量分析結果 (wt%)を 示し、表10に主な元素の検出状況を示す。なお、蛍光
X線分析のデータは慣例として代表的な酸化物名で表記している。

4)考察

分析の結果、20号集石遺構の各試料では、珪酸 (Si02)の含量が51.9～ 58.90/0、 アルミニウム

(A1203)が 26.5～ 31.5%、 鉄 (Fe203)が6.8～ 9.5%な どであり、珪酸が主成分となっている。この

ような元素組成は、一般的な土壌の分析結果と同様である。

カルシウム (CaO)の 検出状況をみると、試料 9(黒灰色土)と試料10(漆黒色土 :底石直上)
では含量が4.8%お よび3.9%であり、試料 4～試料 8の 0,8～ 1.30/Oと 比較して 4倍以上と相対的に

高い値となっている。カルシウムの給源としては、リン酸カルシウムを主成分とする動物骨や、

炭酸カルシウムを主成分とする貝殻・石灰岩などが考えられる。試料 9と 試料10に おけるリン酸

(P205)の含量は0.6%と 低い値であり、その他の試料のO.5～ 0.7%と 同様であることから、試料 9

や試料10に おけるカルシウムの給源は、動物骨ではなく貝殻などに由来する可能性が考えられる。

実体顕微鏡による観察では、これらの試料には微少な白色粒子が混在している。

その他の元素では、試料間で特に明瞭な差異は認められなかった。

表9 20号集石遺構に伴う蛍光X線分析結果 (1)
単位 :wt(%)

20号集石遺構地点・試料

原子配 化学式 10

11

12

13

14

15

16

19

20

22

23

25

26

37

38

40

Na20

K/1gO

A1203

Si02

P205

S03

K20

CaO

Ti02

V205

X/1nO

Fe203

Rb20

SrO

Zr02

0.530

0.656

30.171

55044

0.662

0186

1.488

0.804

0.980

0.050

0.214

9,128

0.015

0.026

0.047

0.580

0.765

31.463

53.537

0.490

0171

1.327

0.853

1,007

0.030

0.226

9.455

0.012

0.038

0.048

0.643

0.713

30.924

53.308

0.591

0.166

1.463

1.777

0。 961

0.041

0.260

9.060

0.016

0034

0.044

0.969

0555

28.287

58.946

0.558

0.000

1,740

1.115

0.705

0.008

0.197

6.836

0.014

0.016

0.053

0.552

0.561

30,729

54.268

0.599

0.065

1.496

1.302

1.001

0.026

0213

9095

0.014

0,029

0,048

0.642     0,765

0.687     0,786

28.898    26.526

51.947    54.749

0.648     0.596

0.005      0,008

1.591     1.816

4.829     3.918

1,014      1.015

0.013      0.011

0.285     0.217

9.347     9.504

0.019      0017

0.025      0.022

0.051      0.052

-54-



20号集石遺構に伴う蛍光X線分析結果



(5)有機物含量 (強熱減量 )

1)試料 分析試料は、植物珪酸体に用いられたものと同一試料である。
2)方法 以下の方法で強熱減量を測定した。
a定温乾燥機でサンプル瓶を絶乾 (105℃ 。24時間)

b電子分析天秤 (精度0.lmg)で秤量

cサンプル瓶に試料を入れて絶乾

d秤量して試料の重量を算出

e電気マッフル炉 (600℃ 。1時間)に よる灰化

f秤量して前後の重量差を求め、強熱減量 (%)を算出

強熱減量の加熟温度は、対象物や目的に応じて設定されるが、ここでは有機物含量の把握が目

的であることから、一般的な有機物が完全に灰化する600℃ に設定した。

3)考察
土壌の強熱減量は、有機物含有量の指標とされている。分析の結果、試料10(漆黒色土 :底石

直上)では強熟減量が38.00/0と かなり高い値であり、試料 6(赤灰色土)と 試料 9(黒灰色土 )
でも21.0%お よび23.1%と 高い値である。これらの試料には微細な炭化物が混在しており、これ

が燃焼したことで強熱減量の値が高くなったと考えられる。なお、強熱減量の値が高い試料 9と

試料10では、カルシウムの含量も高くなっており、何らかの関連性が示唆される。

表11 20号集石遺構に伴う強熱減量測定結果

試料  加熱前 (g)力日熱後 (g)減量 (g) 強熱減量
4      0.7001

5      0.7005

6      0.6993

7      0。 7028

8      0。 7041

9      0.7032

10      0.7001

0.6414

0.6235

0.5522

0.6192

0.6064

0.5403

0.4340

0.0587

0.0770

0.1471

0.0836

0.0977

0,1629

0.2661

8.3

10,9

21.0

11。 9

13.8

23.1

38.0

4

5

6

7

8

9

10
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2Ⅳ層集石遺構の自然科学分析 について

土坑を伴わない集石遺構の性格や当時の周囲の植生 。環境を把握する目的で、植物珪酸体分析、

蛍光X線分析、有機物含量分析を行った。

分析試料は、6号集石 (SS06)か ら採取されたml(地 山西)、 配 2(地山東)、 配 3(礫中)、
配 4(底石の下)、 8号集石 (SS08)から採取されたm5(地 山南)、 地 6(地山北)、 配 7(中層)、
配 8(礫下)、 14号集石 (SS14)か ら採取されたh9(地 山西)、 配10(地山東)、 地11(中層)、 配
12(礫下)、 22号集石 (SS22)から採取された恥13(地山西)、 配14(地山東)、 配15(上層)、 地16

(中層)、 配17(地山床)と土坑を伴う43号集石 (SS43)か ら採取された配17(地山北)、 地19(上

層)、 配20(中層)、 配21(下層)の計21′点である。

(1)植物珪酸体分析

1)分析法 植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いた。
2)分析結果
a 分類群
検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表12に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕キビ族型、ヨシ属、シバ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウンクサ族A(チガヤ属
など)、 ウシクサ族B(大型)、 モロコシ属型、イネ科Bタ イプ

〔イネ科―タケ亜科〕メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ

節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、

ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕 ブナ科 (シイ属)、 クスノキ科、アワブキ科、その他

b 植物珪酸体の検出状況
集石遺構から採取された各試料では、ウンクサ族Aや ミヤコザサ節型が比較的多く検出され、

キビ族型、ススキ属型、チマキザサ節型、および樹木起源のブナ科 (シイ属)な ども検出された。

また、部分的にヨシ属、シバ属、メダケ節型、ネザサ節型、シダ類、クスノキ科なども認められ

た。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねミヤコザサ節型が優勢であり、とくに14号集

石、22号集石、43号集石の地山などで多くなっている。

3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

縄文時代早期の集石遺構の周辺は、ササ属 (お もにミヤコザサ節)な どの笹類を主体としてス

スキ属やチガヤ属、キビ族なども生育する比較的開かれた環境であったと考えられ、遺跡周辺に

はシイ属やクスノキ科などの照葉樹を含む森林が分布していたと推定される。笹類は常緑である

ことから、大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカ類などの草食動物の重要な

食物となっている (高槻,1992)。 遺跡周辺にこれらの笹類が豊富に存在したことは、当時の動物

相を考える上でも重要である。

今回の分析では、集石遺構で燃料などとして利用された植物の検出が期待されたが、これを示

唆するような明瞭な結果は得られなかった。
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表12 橋山第2遺跡に伴う植物珪酸体分析結果

イネ科 樹木      メダケ属 ササ属

タケ亜科 その他
I      I 中 中

チ ミ
マ ヤ

メ ネ キ コ
グ ザ ザ ザ
ケ サ サ サ
節 節 節 節
型 型 型 型

|!ll

0       100%

―

タケ亜科の比率

未
分
類
等

棒
状
珪
酸
体

表
皮
毛
起
源

未
分
類
等

ミ
ヤ

コ
ザ
サ
節
型

チ

マ
キ
ザ
サ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

メ
ダ
ヶ
節
型

Ｂ
タ
イ
プ

モ
ロ
コ
シ
属
型

ウ

シ
ク
サ
族

Ｂ

ウ

シ
ク
サ
族

Ａ

ス
ス
キ
属
型

シ
バ
属

ヨ
シ
属

キ
ビ
族
型

そ
の
他

ア
ワ
ブ
キ
科

ク

ス
ノ
キ
科

ブ
ナ
科

（
シ
イ
属
）

シ
ダ
類

6号集石

1 地山西
2 地山東
3 礫中
4 底石下
8号集石

5 地山南
6 地山北
7 中層
8礫 下
14号集石

9地 山西
10 地山東
11 中層
12礫下
22号集石

13 地山西
14地山東
15 上層
16 中層
17 地山床
43号集石

18 地山北
19 上層
20 中層
21 下層
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写真図版 3 橋山第2遺跡植物珪酸体
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(2)蛍光X線分析
1)分析結果

表13に各元素の定量分析結果 (wt%)を 示し、表14に主な元素の検出状況を示す。定量分析の結
果は、慣例により代表的な酸化物名で表記している。

2)考察
蛍光X線分析の結果、集石遺構から採取された各試料では、珪酸 (Si02)の含量が52～ 550/O、 ア
ルミニウム (A1203)が 29～33%、 鉄 (Fe203)が 9～10%な どであり、珪酸が主成分となっている。

このような元素組成は、一般的な土壌の分析結果と同様である。

何らかの生物遺体の存在を示唆するリン酸 (P205)、 カルシウム (CaO)、 カリウム (K20)な ど

のうち、カルシウム (CaO)の検出状況を見ると、8号集石の配 7(中層)では含量が1.8%であり、
その他の試料のO.6～ 1.10/Oと 比較して明らかに高い値である。カルシウムの給源としては、リン酸

カルシウムを主成分とする動物骨や、災酸カルシウムを主成分とする貝殻・石灰岩などが考えられ

る。比 7におけるリン酸 (P205)の含量は1.0%であり、その他の試料と同様であることから、同試

料におけるカルシウムの給源は動物骨ではないと考えられる。

その他のリン酸 (P205)、 カリウム (K20)、 ナトリウム (NttO)な どの元素は、試料間で特に明

瞭な差異は認められなかった。

表13 橋山第2遺跡に伴う蛍光X線分析結果
単位 :vt(%)

地点・試料

原子NO 化学式

12  MgO      O 000

13   ムと01      32 892

15   P20`        l o39

26  Feめ8    9660

37   Rb20       o o12

0 000    0 000

32 733   31 989

1 027    1 042

0 033    0 027

9 534    9 609

0 036    0 033

0 654    0 817

32 012  31 604

53 879   53 788

1 269    1 296

0 900    0 826

1 006    0 980

9 864    9 131

0 031    0 031

32 312   32 230

1 051    1 008

1 297    1 253

0 675    1 813

0 031    0 044

0 048    0 0SO

0 661    0 767    0 693

31 533   39 247   32 087

58 987   52 236   53 172

1 192    0 997    1 087

0 141    0 290    0 312

1 305    1 174    1 264

0 683    0 760    0 718

0 971    1 023    1 006

0 033    0 018    0 014

0 766    0 789

0 000    0 000

33 004   3ワ  760

51 813   52 245

0 958    1 042

0 833    0 735

0 019    0 027

0011  0012

O 000    0 000

31 568   31 703

53 382   53 401

9 653    9 685

0 007    0 010

0 026    0 022

0 076    0 000

S0 625   31 004

54 545   54 331

1 038    0 976

9 896    9 466

0 022    0 025

単位 :wt(%)

地点 試料

原子NO 化学式

29 898   32 008

65 188   53 519

0 963    0 786

0 975    1 009

0 683    0 641    0 756

0 000    0 000    o o90

32 814   32 485   30 224

51 945   52 520   54 076

1 111    1 228    1 349

1 142    1 108    1 008

0 038    0 040    0 043
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(5)有機物含量 (強熟減量)

1)結果 各試料の強熱減量 (%)を 表15に示す。
2)考察
分析の結果、集石遺構から採取された各試料の強熱減量はおおむね10%前後であるが、 8号集石
の地 7(中層)では17.4%と 比較的高い値である。同試料には微細な炭化物が混在しており、これ
が燃焼したことで強熟減量の値が高くなったと考えられる。なお、同試料ではカルシウムの含量も

比較的に高くなっており (第 4節 2(3))、 何らかの関連性が示唆される。

表15 橋山第2遺跡における強熱減量測定結果

試料  加熟前 (g)加 熱後 (宮) 減量 (富)強 熱減量 (°/。 ) 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

0.7048     0.6363    0.0685

0,7016     0.6330    0.0686

0。 7002      0.6303    0.0699

0.7011      0.6352    0.0659

0,7035     0.6312    0.0723

0,7008     0,6393    0,0615

0.7017      0.5794    0。 1223

0。 7027      0.6472    0.0555

0.7018      0.6285    0,0733

0.6993     0.6264    0.0729

0.7020     0.6215    0.0805

0。 7028      0.6312    0.0716

0.7027      0.6326    0.0701

0.7044     0.6379    0,0665

0.7001      0.6399    0.0602

0,7047      0.6491    0.0556

0。 7037      0.6409    0.0628

0.7021      0.6279    0.0742

0,7012      0.6263    0,0749

0.7012     0.6194    0.0818

0.6997      0.6179    0.0818

9.72

9.78

9.98

9.40

10,28

8.78

17.43

7.90

10.44

10.42

11.47

10.19

9。 98

9.44

8.60

7.89

8.92

10.57

10.68

11.67

11_69

(6)ま とめ

植物珪酸体分析の結果から、縄文時代早期の集石遺構の周辺は、ササ属 (お もにミヤコザサ節 )

などの笹類を主体としてススキ属やチガヤ属、キビ族なども生育する比較的開かれた環境であった

と考えられ、遺跡周辺にはシイ属やクスノキ科などの照葉樹を含む森林が分布していたと推定され

る。今回の分析では、集石遺構で燃料などとして利用された植物の検出が期待されたが、これを示

唆するような明瞭な結果は得られなかった。

蛍光X線分析の結果では、8号集石のh7(中 層)で カルシウム (CaO)の含量が1.8%と 比較的
高いのが特徴的である。同試料では有機物含量 (強熱減量)も 17.4%と 比較的高くなっており、何
らかの関連性が示唆される。その他のリン酸 (P205)や カリウム (K20)な どの元素は、試料間で

特に明瞭な差異は認められなかった。
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第Ⅲ章 まとめ

第 1節 縄文時代早期以前の橋山第2遺跡
V層中層で検出された3基の土坑のうち、2号土坑と3号土坑は形態や堆積状況から陥し穴状遺構と

考えられる。いずれも小林軽石を含む黒褐色のブロックを密に含む締りのある土壌が堆積しており、これは

高岡町永迫第 1追跡などで検出されている土坑と類似した堆積である。陥し穴状遺構の時期については、

検出層位や周辺遺跡の状況等からみて、旧石器時代最終末期から縄文時代草創期あたりのものと推定さ

れる。(藤木)

第 2節 縄支時代早期の橋山第 2遺跡
1 集石遺構・散礫について
集石遺構と散礫との関係については、Ⅳ層で礫が集中する部分は、Ⅲ層礫の集中区域の下もしくは周

辺下に存在することが多く、そこのⅣ層礫はⅢ層礫よりも規模が大きい。そして、その集中区域を中心にし

ながら、ほとんどで集石遺構が存在する。また、同一集中区域内のⅢ層礫とⅣ層礫の接合関係が成り立

つことから、Ⅳ層礫の破片がШ層礫として堆積していることがわかる。

そのような礫堆積の中に存在する集石遺構には、土坑を伴うものと伴わない(プランが確認できない)もの

がある。プランが確認できない集石遺構とイよ、礫の堆積が断面椀型や舟型を呈して、底石と認められるよ

うな礫が存在するものもある。そして、埋土は包含層を形成する土と同じである。その中には、粒子状の

炭化物が部分的に認められる遺構もあるが、部分的な堆積であり、且つ炭化物自体微量であることから、

埋土の相違に強く影響を与えるものではない。しかしながら、集石遺構の上坑の埋土は包含層を形成する

上ではなく、黒灰色を呈しているものが多い。それは、土坑埋上の色調等に影響を与えているのは炭化物

であることが分析で確認されており、そこに集石遺構における性格の違いを認めたい。

2 土器について
Ⅲ層とⅣ層における時期は、出土土器からみると、縄文時代早期前葉から中葉にかけてのものと思われる。

土器は、東に隣接する橋山第 1遺跡と比較したとき、出土量はかなり少ないものの出土傾向は似ているものが

ある。別府原式・下剥峰式・桑ノ丸式、そして押型文土器等がそれである。ただ、橋山第 1遺跡では吉田様式

の出土や縄文時代早期後葉の塞ノ神式が見られたが、この遺跡では、確認されていない。また、押型文土器

についても、この遺跡では、形式がある程度まとまっており、橋山第 1遺跡ほどバラエテイーではない。しかし、

この遺跡では、山形押型文土器と楕円押型文土器の分布域が全く異なっている。主観的ではあるが、山形押

型文土器と下剥峰式土器、そして楕円押型文土器と桑ノ九式上器の分布域の中心が近く感じる。(島田)

3 石器について
剥片石器石材のうち頁岩・流紋岩系石材ならびにチャート・砂岩以外は、遺跡からみて遠隔地に産地が

存在する。遠隔地石材中での重量別出土比率をみると、多い方より西北九州産黒耀石50%、 (推定薩摩

半島等産)瑶璃22%、 桑ノ木津留産黒耀石120/0、 姫島産黒耀石9%、 (多久産)サヌカイト6%、 日東産黒耀

石10/0である。点数や元の原石の大きさ等を考慮しても、西北九州産黒耀石の動きは注目され、最も遠方

に産地があるにもかかわらず高率である。中でも76の腰岳産黒耀石製掻器は大型品で、かつ非常に丁寧

な加工が施されている。掻器の大型品については、頁岩 。流紋岩系石材や砂岩等の地元石材を用いた、

比較的粗い加工が施されたものが高岡町内でも出土していたが、76のような製品は初出である。

このほか、頁岩 。流紋岩系石材ならびにチャート・砂岩・馬璃には多くの打製石鏃未製品が含ま

れ、遺跡内で石鏃製作があったと見られる。とくに頁岩・流紋岩系石材については接合状況等から

打製石鏃製作に関わる試行錯誤ともとれる行為が復元できる可能性のある点は興味深い。

石器の時期については、土器に近い縄文時代早期前葉から中葉(主に中葉か)のものと見られる。(藤木)
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写真図版 4

橋山第 2遺跡遠景

Ⅳ層調査全景
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写真図版 5
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写真図版 6
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写真図版 7
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写真図版 8

6号集石遺構 6号集石遺構底面礫堆積状況

7号 。46号集石遺構 7号・ (上坑 )

8号集石遺構 9号集石遺構

10号集石遺構 11号集石遺構
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写真図版 9
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写真図版 10

20号集石遺構 (底石)
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写真図版 11

28号集石遺構
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写真図版 12

29号・30号集石遺構 31号集石遺構

33号集石遺構 34号集石遺構

35号集石遺構 36号集石遺構

38号集石遺構37号集石遺構
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写真図版 14
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写真図版 15
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写真図版 16
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写真図版 18
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写真図版20
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橋山第 2遺跡 散布地
縄文時代

早期。後期

集石遺構

陥し穴状遺構

早期は縄文土器 (貝殻

文系、押型文系)石器

(掻器、石匙、石箆、敲

石等)

後期は縄文土器 (宮之

迫)石器 (打欠き石錘、

打製石斧、磨製石斧、

十字形石器等)

深さ約 lmの 断面悟鉢状

の土坑を持つ大規模な集

石遺構が確認され、底石

直上から炭化物が検出さ

れた。

―
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